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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じて、リモートサー
バ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トークンを取得するステッ
プ、ここで、前記特定クラウドキューは、ワイドエリアネットワークを介してメディア再
生システムによってアクセス可能である、
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じてリモートサーバ
に、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）取得した認可トークンに基づいて特定クラ
ウドキューの１つ又は複数の第１のメディアアイテムへのアクセス要求とを送信するステ
ップ、ここで、前記１つ又は複数の第１のメディアアイテムは、特定クラウドキュー内の
第１の再生位置に対応する所定の第１のメディアアイテムを有する、
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じてリモートサーバ
から、メディア再生システムが特定クラウドキューの１つ又は複数の第１のメディアアイ
テムへのアクセスを認可されていることを示す情報を受信するステップ、
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じて、リモートサー
バに、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）取得した認可トークンに基づいて特定ク
ラウドキューの１つ又は複数の第２のメディアアイテムへのアクセス要求とを送信するス
テップ、ここで、前記１つ又は複数の第２のメディアアイテムは、特定クラウドキュー内
の第２の再生位置に対応する所定の第２のメディアアイテムを有する、
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じて、リモートサー
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バから、メディア再生システムが特定クラウドキューの１つ又は複数の第２のメディアア
イテムへのアクセスを認可されていることを示す情報を受信するステップ、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記認可トークンはアクセス権セットに関連付けられている、
　前記アクセス権セットは、特定クラウドキューの表示を許可する表示権を有する、
　前記メディア再生システムが１つ又は複数の第１のメディアアイテムへのアクセスを認
可されていることを示す情報を受信するステップは、特定クラウドキューの１つ又は複数
の第１のメディアアイテムを示すデータを受信することを有する、
　さらに、方法は、メディア再生システムの制御デバイスによって、グラフィカルインタ
フェースに、１つ又は複数の第１のメディアアイテムを示す情報を表示させるステップを
含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記認可トークンはアクセス権セットに関連付けられている、
　前記アクセス権セットは、１つ又は複数のローカルキューへの特定クラウドキュー内の
メディアアイテムの追加を許可するキュー権を有する、
　前記メディア再生システムが１つ又は複数の第１のメディアアイテムへのアクセスを認
可されていることを示す情報を受信するステップは、（ｉ）特定クラウドキューの１つ又
は複数の第１のメディアアイテムと、（ｉｉ）１つ又は複数の第１のメディアアイテムの
それぞれのソースとを示すデータを受信することを有する、
　さらに、方法は、特定クラウドキューの１つ又は複数の第１のメディアアイテムをメデ
ィア再生システムのローカルキューに追加するステップを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記認可トークンはアクセス権セットに関連付けられている、
　前記取得した認可トークンに関連付けられているアクセス権セットは、特定クラウドキ
ュー内のメディアアイテムの再生を許可する再生権を有する、
　前記メディア再生システムが１つ又は複数のメディアアイテムにアクセス可能であるこ
とを示す情報を受信するステップは、（ｉ）特定クラウドキューの１つ又は複数の第１の
メディアアイテムと、（ｉｉ）１つ又は複数の第１のメディアアイテムのそれぞれのソー
スとを示すデータを受信することを有する、
　さらに、方法は、所定の第１のメディアアイテムのソースから所定の第１のメディアア
イテムを取得するステップを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　さらに、
　取得した認可トークンの有効期限が切れて、リモートサーバ内のメディアアイテムの特
定クラウドキューへのアクセスがメディア再生システムから断たれることを示す情報を受
信するステップ、及び
　前記取得した認可トークンの有効期限が切れたことを示す情報に基づいて、メディア再
生システムが別のキューを再生するように設定するステップ、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トーク
ンを取得するステップは、
　　メディア再生システムの１つ又は複数の特定再生デバイスが特定クラウドキュー内の
メディアアイテムを同期して再生することを認可する認可トークンの要求を、ネットワー
クインタフェースを通じてリモートサーバに送信すること、及び
　　要求した認可トークンを受信することを有する、ここで、受信した認可トークンは、
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メディア再生システムの１つ又は複数の特定再生デバイスが特定クラウドキュー内のメデ
ィアアイテムを同期して再生することを認可する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記メディア再生システムは特定アカウントに関連付けられている、
　前記リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トーク
ンを取得するステップは、
　　特定アカウントがリモートサーバ内の特定クラウドキューにアクセスすることを認可
する認可トークンの要求をネットワークインタフェースを通じてリモートサーバに送信す
ること、及び
　　ネットワークインタフェースを通じて、要求した認可トークンを受信することを有す
る、ここで、受信した認可トークンは、特定アカウントを使用して登録されている制御デ
バイスがリモートサーバ内の特定クラウドキューにアクセスすることを認可する、ここで
、前記制御デバイスは、メディア再生システムの１つ又は複数の再生デバイスによる再生
を制御するように構成されている、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トーク
ンを取得するステップは、
　　（ｉ）メディア再生システムの、期間を有する所定のセッションを示す情報と、（ｉ
ｉ）メディア再生システムが、所定セッションの期間中、リモートサーバ内の特定クラウ
ドキューにアクセスすることを認可する認可トークンの要求とをリモートサーバに送信す
ること、及び
　　要求した認可トークンを受信することを有する、ここで、受信した認可トークンは、
メディア再生システムが所定のセッションの期間中にリモートサーバ内の特定クラウドキ
ューにアクセスすることを認可する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　さらに、
　所定のセッションの期間中に、メディア再生システムによる、特定クラウドキュー内に
入っているメディアアイテムの再生に基づいて、受信した認可トークンを更新する要求を
リモートサーバに送信するステップを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　さらに、
　更新された認可トークンを受信するステップを含む、ここで、受信した認可トークンは
、メディア再生システムが所定のセッションの第２の期間中に、リモートサーバ内の特定
クラウドキューにアクセスすることを認可する、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トーク
ンを取得するステップは、リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューへ
のアクセス権を認証する認可コードを示すハイパーテキスト・トランスファー・プロトコ
ル・ヘッダを示すデータを受信することを有する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トーク
ンを取得するステップは、
　　メディア再生システムの制御デバイスによって、リモートサーバ内の特定クラウドキ
ューへのアクセスを認可する認可トークンの要求を送信すること、
　　制御デバイスによって、要求した認可トークンを受信すること、ここで、受信した認
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可トークンは、制御デバイスがリモートサーバ内の特定クラウドキューにアクセスするこ
とを認可する、
　　制御デバイスによって、受信した認可トークンをメディア再生システムの１つ又は複
数の再生デバイスに送信すること、を有する、ここで、受信した認可トークンは、１つ又
は複数の再生デバイスがリモートサーバ内の特定クラウドキューにアクセスすることを認
可する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記リモートサーバ内のメディアアイテムの特定クラウドキューに対応する認可トーク
ンを取得するステップは、
　　メディア再生システムの再生デバイスによって、リモートサーバ内の特定クラウドキ
ューへのアクセスを認可する認可トークンの要求を送信すること、
　　制御デバイスによって、要求した認可トークンを受信すること、ここで、受信した認
可トークンは、再生デバイスがリモートサーバ内の特定クラウドキューにアクセスするこ
とを認可する、
　　再生デバイスによって、受信した認可トークンをメディア再生システムの１つ又は複
数のさらなる再生デバイスに送信すること、を有する、ここで、受信した認可トークンは
、１つ又は複数のさらなる再生デバイスがリモートサーバ内の特定クラウドキューにアク
セスすることを認可する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ネットワークインタフェース、
　少なくとも１つのプロセッサ、
　データストレージ、及び
　データストレージに格納され且つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能なプロ
グラムロジックを含む、コンピュータデバイスであって、
　ネットワークインタフェースを通じて、リモートサーバ内のメディアアイテムの特定ク
ラウドキューに対応する認可トークンを取得する、ここで、前記特定クラウドキューは、
ワイドエリアネットワークを介してコンピュータデバイスによってアクセス可能である、
　ネットワークインタフェースを通じてリモートサーバに（ｉ）取得した認可トークンと
、（ｉｉ）取得した認可トークンに基づいて特定クラウドキューの１つ又は複数の第１の
メディアアイテムへのアクセス要求とを送信する、ここで、前記１つ又は複数の第１のメ
ディアアイテムは、特定クラウドキューの第１の再生位置に対応する第１のメディアアイ
テムを有する、
　ネットワークインタフェースを通じて、メディア再生システムが特定クラウドキューの
１つ又は複数のメディアアイテムへのアクセスを認可されていることを示す情報を受信す
る、ここで、前記メディア再生システムが前記コンピュータデバイスを有する、
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じてリモートサーバ
に、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）取得した認可トークンに基づいて特定クラ
ウドキューの１つ又は複数の第２のメディアアイテムへのアクセス要求とを送信する、こ
こで、前記１つ又は複数の第２のメディアアイテムは、特定クラウドキュー内の第２の再
生位置に対応する所定の第２のメディアアイテムを有する、
　メディア再生システムによって、ネットワークインタフェースを通じてリモートサーバ
から、メディア再生システムが特定クラウドキューの第２のメディアアイテムへのアクセ
スを認可されていることを示す情報を受信する、
　コンピュータデバイス。
【請求項１５】
　コンピュータシステムによってネットワークインタフェースを通じて、（ｉ）特定のメ
ディア再生システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）特定のメディア再生
システムによるメディアアイテムのクラウドキューの再生要求とを受信するステップ、こ
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こで、前記クラウドキューは、ワイドエリアネットワークを介して、特定のメディア再生
システムによってアクセス可能である、
　コンピュータシステムによって、認可トークンが特定のメディア再生システムに対して
認証するクラウドキューへのアクセスの種類を決定するステップ、ここで、前記アクセス
の種類は、クラウドキューの再生を有する、及び
　特定のメディア再生システムにおけるクラウドキューからの複数のメディアアイテムの
再生を可能にするために、コンピュータシステムによって、認可トークンが特定のメディ
ア再生システムに対して認証しているメディアアイテムのクラウドキューへのアクセスの
種類を特定のメディア再生システムに提供するステップを含む、
　前記認可トークンによって特定のメディア再生システムに付与されるクラウドキューへ
のアクセスの種類を決定するステップは、認可トークンがメディアアイテムのクラウドキ
ューに第１の種類のアクセスを認可することを決定することを有する、ここで、前記第１
の種類のアクセスは、特定のメディア再生システムがクラウドキューを変更することを認
可する、
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するメディアアイテムへ
のアクセスの種類を特定のメディア再生システムに提供するステップは、ネットワークイ
ンタフェースを通じて、特定のメディア再生システムから、クラウドキューに対する１つ
又は複数の変更を示すデータを受信すること、及びメディアアイテムのクラウドキューに
前記第１の種類のアクセスを許可する認可トークンに基づいて、クラウドキューへの１つ
又は複数の変更を許可することを有する、
　方法。
【請求項１６】
　さらに、
　ネットワークインタフェースを通じて、（ｉ）特定のメディア再生システムがメディア
アイテムのクラウドキューにアクセスすることを認可する認可トークンの要求と、（ｉｉ
）特定のメディア再生システムに関連付けられている１つ又は複数の認証情報とを受信す
るステップ、
　１つ又は複数の認証情報が、特定のメディア再生システムによるメディアアイテムのク
ラウドキューへのアクセスを認可することを決定するステップ、及び
　１つ又は複数の認証情報が、特定のメディア再生システムによるメディアアイテムのク
ラウドキューへのアクセスを認可するという決定に基づいて、特定のメディア再生システ
ムによるメディアアイテムのクラウドキューへのアクセスを認可する、要求された認可ト
ークンを、ネットワークインタフェースを通じて、特定のメディア再生システムに送信す
るステップ、
　を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　さらに、
　（ｉ）特定のメディア再生システムの、期間を有する所定のセッションを示す情報と、
（ｉｉ）特定のメディア再生システムが所定のセッションの期間中にクラウドキューにア
クセスすることを認可する認可トークンの要求とを受信するステップ、を含む、
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するクラウドキューへの
アクセスの種類を決定するステップは、所定のセッションの期間が経過したことに基づい
て、認可トークンの有効期限が切れたことを決定することを有する、ここで、認可トーク
ンの期限切れにより、メディアアイテムのクラウドキューへのアクセスを断つ、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　さらに、
　ネットワークインタフェースを通じて、（ｉ）受信した認可トークンの更新要求と、（
ｉｉ）所定のセッションの期間中のクラウドキュー内に入っているメディアアイテムの再
生履歴を示すデータとを受信するステップ、
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　クラウドキュー内に入っているメディアアイテムの再生履歴を示す受信したデータに基
づいて、所定のセッションの期間中のクラウドキュー内のメディアアイテムの再生が認可
トークンの更新のための閾値を超えたことを決定するステップ、及び
　所定のセッションの期間中のクラウドキュー内のメディアアイテムの再生が認可トーク
ンの更新のための閾値を超えたという決定に基づいて、ネットワークインタフェースを通
じて、更新された認可トークンを送信するステップ、を含む、ここで、前記更新された認
可トークンは、特定のメディア再生システムが、所定のセッションの第２の期間にクラウ
ドキューにアクセスすることを認可する、
　請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するクラウドキューへの
アクセスの種類を決定するステップは、認可トークンの有効期限が切れたことを決定する
ことを有する、
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するメディアアイテムへ
のアクセスを特定のメディア再生システムに提供するステップは、認可トークンの有効期
限が切れて、メディアアイテムのクラウドキューへのアクセスが断たれたことを示す情報
を、ネットワークインタフェースを通じて、特定のメディア再生システムに送信すること
を有する、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するクラウドキューへの
アクセスの種類を決定するステップは、認可トークンがメディアアイテムのクラウドキュ
ーに第２の種類のアクセスを認可することを決定することを有する、ここで、前記第２の
種類のアクセスは、特定のメディア再生システムの１つ又は複数の再生デバイスがクラウ
ドキュー内のメディアアイテムを再生することを認可する、
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するメディアアイテムへ
のアクセスを特定のメディア再生システムに提供するステップは、クラウドキュー内に入
っている１つ又は複数のメディアアイテムを示す情報を、ネットワークインタフェースを
通じて、特定のメディア再生システムの１つ又は複数の再生デバイスに送信することを有
する、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項２１】
　コンピュータシステムによってネットワークインタフェースを通じて、（ｉ）特定のメ
ディア再生システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）特定のメディア再生
システムによるメディアアイテムのクラウドキューの再生要求とを受信するステップ、こ
こで、前記クラウドキューは、ワイドエリアネットワークを介して、特定のメディア再生
システムによってアクセス可能である、
　コンピュータシステムによって、認可トークンが特定のメディア再生システムに対して
認証するクラウドキューへのアクセスの種類を決定するステップ、ここで、前記アクセス
の種類は、クラウドキューの再生を有する、
　特定のメディア再生システムにおけるクラウドキューからの複数のメディアアイテムの
再生を可能にするために、コンピュータシステムによって、認可トークンが特定のメディ
ア再生システムに対して認証しているメディアアイテムのクラウドキューへのアクセスの
種類を特定のメディア再生システムに提供するステップ、及び
　（ｉ）特定のメディア再生システムの、期間を有する所定のセッションを示す情報と、
（ｉｉ）特定のメディア再生システムが所定のセッションの期間中にクラウドキューにア
クセスすることを認可する認可トークンの要求とを受信するステップ、
　を含む、
　前記認可トークンが特定のメディア再生システムに対して認証するクラウドキューへの
アクセスの種類を決定するステップは、所定のセッションの期間が経過したことに基づい
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て、認可トークンの有効期限が切れたことを決定することを有する、ここで、認可トーク
ンの期限切れにより、メディアアイテムのクラウドキューへのアクセスを断つ、
　方法。
【請求項２２】
　コンピュータシステムによってネットワークインタフェースを通じて、（ｉ）特定のメ
ディア再生システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）特定のメディア再生
システムによるメディアアイテムのクラウドキューの再生要求とを受信するステップ、こ
こで、前記クラウドキューは、ワイドエリアネットワークを介して、特定のメディア再生
システムによってアクセス可能である、
　コンピュータシステムによって、認可トークンが特定のメディア再生システムに対して
認証するクラウドキューへのアクセスの種類を決定するステップ、ここで、前記アクセス
の種類は、クラウドキューの再生を有する、
　特定のメディア再生システムにおけるクラウドキューからの複数のメディアアイテムの
再生を可能にするために、コンピュータシステムによって、認可トークンが特定のメディ
ア再生システムに対して認証しているメディアアイテムのクラウドキューへのアクセスの
種類を特定のメディア再生システムに提供するステップ、
　ネットワークインタフェースを通じて、（ｉ）受信した認可トークンの更新要求と、（
ｉｉ）所定のセッションの期間中のクラウドキュー内に入っているメディアアイテムの再
生履歴を示すデータとを受信するステップ、
　クラウドキュー内に入っているメディアアイテムの再生履歴を示す受信したデータに基
づいて、所定のセッションの期間中のクラウドキュー内のメディアアイテムの再生が認可
トークンの更新のための閾値を超えたことを決定するステップ、及び
　所定のセッションの期間中のクラウドキュー内のメディアアイテムの再生が認可トーク
ンの更新のための閾値を超えたという決定に基づいて、ネットワークインタフェースを通
じて、更新された認可トークンを送信するステップ、を含む、ここで、前記更新された認
可トークンは、特定のメディア再生システムが、所定のセッションの第２の期間にクラウ
ドキューにアクセスすることを認可する、
　方法。
【請求項２３】
　請求項１から請求項１３のいずれか一つ又は請求項１５から請求項２２のいずれか一つ
に記載の方法をプロセッサに実行させるための命令を有するコンピュータ読み取り可能な
記録媒体。
【請求項２４】
　請求項１から請求項１３のいずれか一つ又は請求項１５から請求項２２のいずれか一つ
に記載の方法をプロセッサに実行させるためのコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の参照】
【０００１】
　本願は、２０１５年２月６日に出願された米国特許出願第１４／６１６，３１０号、２
０１５年２月６日に出願された米国特許出願第１４／６１６，３１９号、及び２０１５年
２月６日に出願された米国特許出願第１４／６１６，３２５号の優先権を主張している。
本願は、さらに、２０１４年６月４日に出願され、「クラウドキュー」の名称が付けられ
た米国仮特許出願第６２／００７，９０６号の優先権を主張しており、その全体が参照さ
れることにより本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本願は、コンシューマ製品に関するものであり、特に、メディア再生に向けられた方法
、システム、製品、機能、サービス、および他の要素に関するものや、それらのいくつか
の態様に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　２００３年に、ソノズ・インコーポレイテッドが最初の特許出願のうちの１つである「
複数のネットワークデバイス間のオーディオ再生を同期する方法」と題する特許出願をし
、２００５年にメディア再生システムの販売を開始するまで、アウトラウド設定における
デジタルオーディオへのアクセスおよび試聴のオプションは厳しく制限されていた。人々
は、ソノズ無線ＨｉＦｉシステムによって、１つ又は複数のネットワーク再生デバイスを
介してソースから音楽を実質的に無制限に体験できるようになっている。スマートフォン
、タブレット、又はコンピュータにインストールされたソフトウェアコントロールアプリ
ケーションを通じて、ネットワーク再生デバイスを備えたいずれの部屋においても、人々
は自分が望む音楽を再生することができる。また、例えばコントローラを用いて、再生デ
バイスを備えた各部屋に異なる歌をストリーミングすることもできるし、同期再生のため
に複数の部屋をグループ化することもできるし、全ての部屋において同期して同じ歌を聞
くこともできる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これまでのデジタルメディアに対する関心の高まりを考えると、試聴体験を更に向上さ
せることができるコンシューマアクセス可能な技術を更に開発することにニーズがある。
【０００５】
　本明細書で開示されている技術の特徴、態様、および利点は、以下の記載、添付の特許
請求の範囲、および添付の図面を参照するとより理解しやすい。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】ある実施形態で実施可能な例示的なメデイア再生システムの構成を示す図
【図２】例示的な再生デバイスの機能ブロック図を示す図
【図３】例示的な制御デバイスの機能ブロック図を示す図
【図４】例示的なコントローラインタフェースを示す図
【図５】ある実施形態を実施可能なコンピュータシステムを示す図
【図６】ある実施形態で実施可能な例示的なクラウドコンピュータシステムを示す図
【図７】例示的な再生キューを示す図
【図８】認可トークンに基づいてクラウドキューにアクセスするのを容易にする例示的な
フロー図
【図９】認可トークンに基づくクラウドキューへのアクセス制御を容易にする例示的なフ
ロー図
【図１０】アクセス制御レベルを提供するのを容易にする例示的なフロー図
【図１１】ある実施形態で実施可能な例示的な環境を示す図
【図１２】１つ以上のさまざまなアクセスレベルに従って、クラウドキューにアクセスす
るのを容易にする例示的なフロー図
【図１３】アクセスステータスに基づいて、キューへのアクセス制御を容易にする例示的
なフロー図
【図１４Ａ】ある実施形態で実施可能な例示的な環境の第１の例を示す図
【図１４Ｂ】ある実施形態で実施可能な例示的な環境の第２の例を示す図
【図１５】アクセスステータスに基づいて、キューにアクセスするのを容易にする例示的
なフロー図
【図１６】クラウドキューのアクセスステータスのインジケーションを表示する例示的な
フロー図
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図面は、いくつかの例示的な実施形態を説明することを目的としているが、本発明が、
図面に示した配置および手段に限定されるものではないことは理解される。
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【０００８】
Ｉ．概要
　本明細書で開示される実施形態は、とりわけ、クラウドベースの再生キュー（「クラウ
ドキュー」）へのアクセスを制御することを含む。ある実施形態では、コンピュータシス
テムは、メディアアイテムのクラウドキューへのアクセス権を保持又は所有している。こ
のようなコンピュータシステムは、クラウドサービスの提供に役立つ。一態様のクラウド
サービスは、一つのメディア再生システム（又は複数のメディア再生システム）のクラウ
ドキューへのアクセスを提供するステップを含む。クラウドキューへのアクセスは、クラ
ウドキューに対するさまざまなオペレーションを含む。例えば、キューへのアクセスは、
メディア再生システムによる（例えば別のメディア再生システムと同期した）キューの再
生、又は（例えば、メディアアイテムを追加する又は削除することによる、又はメディア
アイテムの順序を変更することによる）キューの変更を含む。クラウドキューへのアクセ
スが制御されるとき、あるエンティティはクラウドキューへのアクセスを許可され、別の
エンティティは禁止される可能性がある。
【０００９】
　ある例示的な技術は、クラウドキューにアクセスしているエンティティのアイデンティ
ティに基づいて、クラウドキューへのアクセスを制御するステップを含む。例えば、ある
クラウドキューへのアクセス制御は、特定のメディア再生システムを認証してクラウドキ
ューへのアクセスを可能にするステップ（及び、例えば、別のメディア再生システムがそ
のクラウドキューにアクセスすることを禁止するステップ）を含む。これに代えて、クラ
ウドキューへのアクセスを可能にするために、特定のユーザアカウント（アカウント）が
、例えばアカウントに関連するデバイスを通じて、認証されてもよい。例えば、メディア
再生システムのあるデバイスに関連するアカウントは、そのデバイスによって、クラウド
キューにアクセスしてもよい。別の例では、あるクラウドキューへのアクセス制御は、メ
ディア再生システムの特定のデバイス（又はデバイスグループ）を認証して、クラウドキ
ューへのアクセスを可能にするステップを含んでもよい。
【００１０】
　クラウドキューへのアクセスを制御するメカニズムは、１つ又は複数の認可トークンを
使用するステップを含む。例えば、認可トークンは、トークンを持つエンティティがクラ
ウドキューにアクセスすることを認可する。クラウドキューのホスト（例えば、リモート
コンピュータシステム）は、有効な認可トークンを持つエンティティに対してアクセスを
制限してもよい。エンティティは、いくつかある例の中でも特に、メディア再生システム
、デバイス（又はデバイスグループ）、又はユーザアカウントである。ある例では、特定
の認可トークンは、エンティティが全体的なアクセス権を持つことを認可してもよい。別
の例では、ある認可トークンは、エンティティが、所定のセッションの期間中にエンティ
ティを認証するようなセッション特有の権利を持つことを認可してもよい。
【００１１】
　ある例では、クラウドキューのホストは、エンティティを、２つ以上の異なるレベル又
は種類のアクセスのうちの１つに制限してもよい。例えば、ホストは、第１の種類のアク
セスを第１のエンティティ（例えば、メディア再生システム）に許可し、第２の種類のア
クセスを第２のエンティティ（例えば、別のメディア再生システム）に許可してもよい。
ある実施形態において、第１の種類のアクセスと第２の種類のアクセスは、それぞれ、「
リード」アクセスと「フル」アクセスを含んでもよい。フルアクセスは、エンティティが
、クラウドキューに対するフルセットのオペレーションを実行することを認可してもよい
。このようなオペレーションは、いくつかある例の中でも特に、キューの再生及びキュー
の編集を含んでもよい。一方、リードアクセスは、エンティティが、クラウドキューに対
する一部のオペレーションを実行することを認可してもよい。このような動作は、例えば
、キューの再生又はキューの表示を含んでもよい。
【００１２】
　別の例示的な技術は、クラウドキュー自身の構成又は設定に基づいて、クラウドキュー
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へのアクセスを制御するステップを含む。例えば、クラウドキューのホストは、２つ以上
の異なるステータスのうちの一つをクラウドキューに割り当てる。一例では、クラウドキ
ューは、最初に第１のステータスを割り当てられる。クラウドキューが第１のステータス
を持っている間、クラウドキューは完全な有効性を持ってもよい。その後のある時点で、
クラウドキューのアクセスステータスは、第２のアクセスステータスに変更される。クラ
ウドキューが第２のステータスを持っている間、クラウドキューは限定された有効性を持
ってもよい。限定された有効性は、エンティティによるキューへのアクセスを含まない、
又は例えば、そのキューに対しての一部のオペレーションに制限されたアクセスを含む。
例えば、制限されたアクセスにおいて、キューの再生は実行されるが、キューの変更は制
限されてもよい。ホストは、トリガーの検出、例えば、継続時間の閾値の経過に基づいて
、アクセスステータスを変更してもよい。又は、例えば、ホストは、いくつかある例の中
でも特に、計量が、クラウドキューの再生量の閾値を示す計量に達したときに、アクセス
ステータスを変更してもよい。
【００１３】
　上述したように、例示的な技術は、認可トークンに基づいて、クラウドキューへのアク
セスを制御するステップを含む。一態様において、方法が提供されている。その方法は、
リモートサーバ内のメディアアイテムの特定キューに対応する認可トークンを取得するス
テップを含む。また、方法は、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）特定キューの１
つ又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とを、送信するステップを含む。さらに
、方法は、メディア再生システムが、１つ又は複数のメディアアイテムにアクセス可能で
あることを示すインジケーションを受信するステップを含む。
【００１４】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、リモートサーバ内のメディアアイテムの特定キューに
対応する認可トークンを取得するステップを含む。また、機能は、（ｉ）取得した認可ト
ークンと、（ｉｉ）特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とを
、送信するステップを含む。さらに、機能は、メディア再生システムが、１つ又は複数の
メディアアイテムにアクセス可能であることを示すインジケーションを受信するステップ
を含む。
【００１５】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、リ
モートサーバ内のメディアアイテムの特定キューに対応する認可トークンを取得するステ
ップを含む。また、機能は、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）特定キューの１つ
又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とを、送信するステップを含む。さらに、
機能は、メディア再生システムが、１つ又は複数のメディアアイテムにアクセス可能であ
ることを示すインジケーションを受信するステップを含む。
【００１６】
　さらに別の態様では、別の方法が提供されている。方法は、（ｉ）特定のメディア再生
システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）メディア再生システムによるメ
ディアアイテムのキュー（メディアアイテムを含むキュー）へのアクセス要求とを受信す
るステップを含む。また、方法は、認可トークンが、メディア再生システムに対して認証
するキューへのアクセスを決定するステップを含む。さらに、方法は、認可トークンが、
メディア再生システムに対して認証しているメディアアイテムへのアクセスを、メディア
再生システムに提供するステップを含む。
【００１７】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
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、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、（ｉ）特定のメディア再生システムに関連付けられて
いる認可トークンと、（ｉｉ）メディア再生システムによるメディアアイテムのキューへ
のアクセス要求とを受信するステップを含む。また、機能は、認可トークンが、メディア
再生システムに対して認証するキューへのアクセスを決定するステップを含む。さらに、
機能は、認可トークンが、メディア再生システムに対して認証しているメディアアイテム
へのアクセスを、メディア再生システムに提供するステップを含む。
【００１８】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、（
ｉ）特定のメディア再生システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）メディ
ア再生システムによるメディアアイテムのキューへのアクセス要求とを受信するステップ
を含む。また、機能は、認可トークンが、メディア再生システムに対して認証するキュー
へのアクセスを決定するステップを含む。さらに、機能は、認可トークンが、メディア再
生システムに対して認証しているメディアアイテムへのアクセスを、メディア再生システ
ムに提供するステップを含む。
【００１９】
　上述したように、例示的な技術は、それぞれの種類のアクセスをエンティティに許可す
るステップを含む。一態様では、方法が提供されている。その方法は、（ｉ）第１のメデ
ィア再生システムからのメディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信し、（ｉｉ）
第２のメディア再生システムからのメディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信す
るステップを含む。また、方法は、第１の種類のアクセスを第１のメディア再生システム
に許可し、（ｉｉ）第２の種類のアクセスを第２のメディア再生システムに許可するステ
ップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディア再生システムがメディアアイテム
のキューについての第１のオペレーションセットを実行することを許可する。第２の種類
のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第２
のオペレーションセットを実行することを許可する。第２のオペレーションセットは、第
１のオペレーションセットと異なる。さらに、方法は、（ｉ）第１のメディア再生システ
ムが第１の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス可能であること示す
インジケーションと、（ｉｉ）第２のメディア再生システムが第２の種類のアクセスによ
って認可されているキューにアクセス可能であること示すインジケーションと、を提供す
るステップを含む。
【００２０】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、（ｉ）複数の第１のメディア再生システムからのメデ
ィアアイテムのキューへのそれぞれのアクセス要求を受信し、（ｉｉ）第２のメディア再
生システムからのメディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信するステップを含む
。また、機能は、第１の種類のアクセスを第１のメディア再生システムに許可し、（ｉｉ
）第２の種類のアクセスを第２のメディア再生システムに許可するステップを含む。第１
の種類のアクセスは、第１のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについて
の第１のオペレーションセットを実行することを許可する。第２の種類のアクセスは、第
２のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第２のオペレーション
セットを実行することを許可する。第２のオペレーションセットは、第１のオペレーショ
ンセットと異なる。さらに、機能は、（ｉ）第１の種類のアクセス権によって認可された
キューへのアクセスを第１のメディア再生システムに提供し、（ｉｉ）第２の種類のアク
セス権によって認可されたキューへのアクセスを第２のメディア再生システムに提供する
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ステップを含む。
【００２１】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、（
ｉ）複数の第１のメディア再生システムからのメディアアイテムのキューへのそれぞれの
アクセス要求を受信し、（ｉｉ）第２のメディア再生システムからのメディアアイテムの
キューへのアクセス要求を受信するステップを含む。また、機能は、第１の種類のアクセ
スを第１のメディア再生システムに許可し、（ｉｉ）第２の種類のアクセスを第２のメデ
ィア再生システムに許可するステップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディア
再生システムがメディアアイテムのキューについての第１のオペレーションセットを実行
することを許可する。第２の種類のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディア
アイテムのキューについての第２のオペレーションセットを実行することを許可する。第
２のオペレーションセットは、第１のオペレーションセットと異なる。さらに、機能は、
（ｉ）第１の種類のアクセス権によって認可されたキューへのアクセスを第１のメディア
再生システムに提供し、（ｉｉ）第２の種類のアクセス権によって認可されたキューへの
アクセスを第２のメディア再生システムに提供するステップを含む。
【００２２】
　さらに別の態様では、別の方法が提供されている。その方法は、メディアアイテムのキ
ューへのアクセス要求を送信するステップを含む。また、方法は、メディア再生システム
が、第１の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス可能であることを示
すインジケーションを受信するステップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディ
ア再生システムがメディアアイテムのキューについての第１のオペレーションセットを実
行することを許可する。第２の種類のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディ
アアイテムのキューについての第２のオペレーションセットを実行することを許可する。
第２のオペレーションセットは、第１のオペレーションセットと異なる。さらに、方法は
、キューの１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを受信するステップを含
む。
【００２３】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、メディアアイテムのキューへのアクセス要求を送信す
るステップを含む。また、機能は、メディア再生システムが、第１の種類のアクセスによ
って認可されているキューにアクセス可能であることを示すインジケーションを受信する
ステップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディア再生システムがメディアアイ
テムのキューについての第１のオペレーションセットを実行することを許可する。第２の
種類のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての
第２のオペレーションセットを実行することを許可する。第２のオペレーションセットは
、第１のオペレーションセットと異なる。さらに、機能は、キューの１つ又は複数のメデ
ィアアイテムのインジケーションを受信するステップを含む。
【００２４】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、メ
ディアアイテムのキューへのアクセス要求を送信するステップを含む。また、機能は、メ
ディア再生システムが、第１の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス
可能であることを示すインジケーションを受信するステップを含む。第１の種類のアクセ
スは、第１のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第１のオペレ
ーションセットを実行することを許可する。第２の種類のアクセスは、第２のメディア再
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生システムがメディアアイテムのキューについての第２のオペレーションセットを実行す
ることを許可する。第２のオペレーションセットは、第１のオペレーションセットと異な
る。さらに、機能は、キューの１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを受
信するステップを含む。
【００２５】
　さらに上述したように、例示的な技術は、クラウドキュー自身の構成又は設定に基づい
て、クラウドキューへのアクセスを制御するステップを含む。一態様では、方法が提供さ
れている。その方法は、メディアアイテムのキューの構築要求を受信するステップを含む
。また、方法は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てるステップを含む。第１
のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキューオペレ
ーションセットの実行を認可されていることを示す。方法は、第１のアクセスステータス
をキューに割り当てた後、キューのアクセスステータスの変更を示すトリガーを検出する
ステップを含む。方法は、検出されたトリガーに基づいて、第１のアクセスステータスか
ら第２のアクセスステータスへとキューのアクセスステータスを変更するステップを含む
。第２のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキュー
オペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実行を認可されてい
ることを示す。また、方法は、第２のアクセスステータスのインジケーションをメディア
再生システムに送信するステップを含む。
【００２６】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、メディアアイテムのキューの構築要求を受信するステ
ップを含む。また、機能は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てるステップを
含む。第１のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキ
ューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。機能は、第１のアクセス
ステータスをキューに割り当てた後、キューのアクセスステータスの変更を示すトリガー
を検出するステップを含む。機能は、検出されたトリガーに基づいて、第１のアクセスス
テータスから第２のアクセスステータスへとキューのアクセスステータスを変更するステ
ップを含む。第２のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第
１のキューオペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実行を認
可されていることを示す。また、機能は、第２のアクセスステータスのインジケーション
をメディア再生システムに送信するステップを含む。
【００２７】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、メ
ディアアイテムのキューの構築要求を受信するステップを含む。また、機能は、第１のア
クセスステータスをキューに割り当てるステップを含む。第１のアクセスステータスは、
少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキューオペレーションセットの実行を認
可されていることを示す。機能は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てた後、
キューのアクセスステータスの変更を示すトリガーを検出するステップを含む。機能は、
検出されたトリガーに基づいて、第１のアクセスステータスから第２のアクセスステータ
スへとキューのアクセスステータスを変更するステップを含む。第２のアクセスステータ
スは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキューオペレーションセットと異
なる第２のキューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。また、機能
は、第２のアクセスステータスのインジケーションをメディア再生システムに送信するス
テップを含む。
【００２８】
　さらに別の態様では、別の方法が提供されている。その方法は、（ｉ）メディアアイテ
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ムのキューのインジケーションと、（ｉｉ）キューが第１のアクセスステータスを持つこ
とを示すインジケーションとを受信するステップを含む。第１のアクセスステータスは、
再生デバイスが第１のキューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。
また、方法は、キューのローカルインスタンスを構築するステップを含む。さらに、方法
は、第２のアクセスステータスがキューに割り当てられたことを示すインジケーションを
受信するステップを含む。第２のアクセスステータスは、再生デバイスが第１のキューオ
ペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実行を認可されている
ことを示す。方法は、キューのローカルインスタンスを第２のキューオペレーションセッ
トに制限するステップを含む。
【００２９】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、（ｉ）メディアアイテムのキューのインジケーション
と、（ｉｉ）キューが第１のアクセスステータスを持つことを示すインジケーションとを
受信するステップを含む。第１のアクセスステータスは、再生デバイスが第１のキューオ
ペレーションセットの実行を認可されていることを示す。また、機能は、キューのローカ
ルインスタンスを構築するステップを含む。さらに、機能は、第２のアクセスステータス
がキューに割り当てられたことを示すインジケーションを受信するステップを含む。第２
のアクセスステータスは、再生デバイスが第１のキューオペレーションセットと異なる第
２のキューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。機能は、キューの
ローカルインスタンスを第２のキューオペレーションセットに制限するステップを含む。
【００３０】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、（
ｉ）メディアアイテムのキューのインジケーションと、（ｉｉ）キューが第１のアクセス
ステータスを持つことを示すインジケーションとを受信するステップを含む。第１のアク
セスステータスは、再生デバイスが第１のキューオペレーションセットの実行を認可され
ていることを示す。また、機能は、キューのローカルインスタンスを構築するステップを
含む。さらに、機能は、第２のアクセスステータスがキューに割り当てられたことを示す
インジケーションを受信するステップを含む。第２のアクセスステータスは、再生デバイ
スが第１のキューオペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実
行を認可されていることを示す。機能は、キューのローカルインスタンスを第２のキュー
オペレーションセットに制限するステップを含む。
【００３１】
　別の態様では、方法が提供されている。その方法は、グラフィカルインタフェース上に
キューのインジケーションを表示するステップを含む。さらに、方法は、キューのアクセ
スステータスのインジケーションを受信するステップを含む。また、方法は、キューのア
クセスステータスのインジケーションを表示するステップを含む。
【００３２】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、グラフィカルインタフェース上にキューのインジケー
ションを表示するステップを含む。さらに、機能は、キューのアクセスステータスのイン
ジケーションを受信するステップを含む。また、機能は、キューのアクセスステータスの
インジケーションを表示するステップを含む。
【００３３】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
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。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、グ
ラフィカルインタフェース上にキューのインジケーションを表示するステップを含む。さ
らに、機能は、キューのアクセスステータスのインジケーションを受信するステップを含
む。また、機能は、キューのアクセスステータスのインジケーションを表示するステップ
を含む。
【００３４】
　当業者は、本開示には他の複数の実施形態が含まれることを理解するであろう。本明細
書に記載されているいくつかの例において、「ユーザ」及び／又は別のエンティティなど
の行為者によって実行される機能について言及することがあるが、そのような記載は、説
明のためだけを目的としていることを理解されるべきである。そのような例示的な行為者
によるアクションは、特許請求の範囲の文言そのものによって明確に必要とされていない
限り、必要であると解釈されるべきではない。
【００３５】
ＩＩ．動作環境の例
　図１は、本明細書で開示されている１つ又は複数の実施形態で実施可能又は実装可能な
メディア再生システム１００の例示的な構成を示す。図示されるように、メディア再生シ
ステム１００は、複数の部屋および空間、例えば、主寝室、オフィス、ダイニングルーム
、およびリビングルームを有する例示的なホーム環境に関連付けられている。図１の例に
示されるように、メディア再生システム１００は、再生デバイス１０２－１２４、制御デ
バイス１２６および１２８、有線又は無線のネットワークルータ１３０を含む。
【００３６】
　更に、例示的なメディア再生システム１００の異なる構成要素、および異なる構成要素
がどのように作用してユーザにメディア体験を提供するかに関しての説明は、以下のセク
ションで述べられている。本明細書における説明は、概してメディア再生システム１００
を参照しているが、本明細書で述べられている技術は、図１に示されるホーム環境の用途
に限定されるものではない。例えば、本明細書で述べられている技術は、マルチゾーンオ
ーディオが望まれる環境、例えば、レストラン、モール、又は空港のような商業的環境、
スポーツ用多目的車（ＳＵＶ）、バス又は車のような車両、船、若しくはボード、飛行機
などの環境において有益である。
【００３７】
ａ．例示的な再生デバイス
　図２は、図１のメディア再生システム１００の再生デバイス１０２－１２４の１つ又は
複数を構成する例示的な再生デバイス２００の機能ブロック図を示す。再生デバイス２０
０は、プロセッサ２０２、ソフトウェアコンポーネント２０４、メモリ２０６、オーディ
オ処理コンポーネント２０８、オーディオアンプ２１０、スピーカー２１２、およびネッ
トワークインタフェース２１４を含んでもよい。ネットワークインタフェース２１４は、
無線インタフェース２１６および有線インタフェース２１８を含む。ある場合では、再生
デバイス２００は、スピーカー２１２を含まないが、再生デバイス２００を外部スピーカ
ーに接続するためのスピーカーインタフェースを含んでもよい。別の場合では、再生デバ
イス２００は、スピーカー２１２もオーディオアンプ２１０も含まないが、再生デバイス
２００を外部オーディオアンプ又はオーディオビジュアルレシーバーに接続するためのオ
ーディオインタフェースを含んでもよい。
【００３８】
　ある例では、プロセッサ２０２は、メモリ２０６に記憶された命令に基づいて、入力デ
ータを処理するように構成されたクロック駆動コンピュータコンポーネントであってもよ
い。メモリ２０６は、プロセッサ２０２によって実行可能な命令を記憶するように構成さ
れた非一時的なコンピュータ読み取り可能記録媒体であってもよい。例えば、メモリ２０
６は、ある機能を実行するためにプロセッサ２０２によって実行可能なソフトウェアコン
ポーネント２０４の１つ又は複数をロードすることができるデータストレージであっても
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よい。ある例では、機能は、再生デバイス２００がオーディオソース又は別の再生デバイ
スからオーディオデータを読み出すステップを含んでもよい。別の例では、機能は、再生
デバイス２００がネットワーク上の別のデバイス又は再生デバイスにオーディオデータを
送信するステップを含んでもよい。更に別の例では、機能は、マルチチャンネルオーディ
オ環境を作るために、再生デバイス２００と１つ又は複数の再生デバイスとをペアリング
するステップを含んでもよい。
【００３９】
　ある機能は、再生デバイス２００が、１つ又は複数の他の再生デバイスと、オーディオ
コンテンツの再生を同期するステップを含む。再生を同期している間、再生デバイス２０
０によるオーディオコンテンツの再生と１つ又は複数の他の再生デバイスによる再生との
間の遅延を、リスナーが気づかないことが好ましい。「複数の独立クロックデジタルデー
タ処理デバイス間の動作を同期するシステムおよび方法」と題する米国特許第８，２３４
，３９５号が本明細書に参照として援用されており、それは再生デバイス間のオーディオ
再生を同期することが述べられたより詳細な例を提供している。
【００４０】
　更に、メモリ２０６は、データを記憶するように構成されてもよい。データは、例えば
、１つ又は複数のゾーンおよび／又はゾーングループに一部として含まれる再生デバイス
２００などの再生デバイス２００、再生デバイス２００によりアクセス可能なオーディオ
ソース、又は再生デバイス２００（又は他の再生デバイス）に関連付け可能な再生キュー
、に関連付けられている。データは、定期的に更新され、再生デバイス２００の状態を示
す１つ又は複数の状態変数として記憶されてもよい。また、メモリ２０６は、メディアシ
ステムの他のデバイスの状態に関連付けられたデータを含んでもよく、デバイス間で随時
共有することによって、１つ又は複数のデバイスが、システムに関連するほぼ直近のデー
タを有することができる。他の実施形態も可能である。
【００４１】
　オーディオ処理コンポーネント２０８は、１つ又は複数のデジタル－アナログ変換器（
ＤＡＣ）、オーディオ処理コンポーネント、オーディオ強化コンポーネント、又はデジタ
ルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）等を含んでもよい。ある実施形態では、１つ又は複数の
オーディオ処理コンポーネント２０８は、プロセッサ２０２のサブコンポーネントであっ
てもよい。ある実施形態では、オーディオコンテンツが、オーディオ処理コンポーネント
２０８によって処理および／又は意図的に変更されることによって、オーディオ信号を生
成してもよい。生成されたオーディオ信号は、オーディオアンプ２１０に送信され、増幅
され、スピーカー２１２を通じて再生される。特に、オーディオアンプ２１０は、１つ又
は複数のスピーカー２１２を駆動できるレベルまでオーディオ信号を増幅するように構成
されたデバイスを含んでもよい。スピーカー２１２は、独立した変換器（例えば、「ドラ
イバ」）又は１つ又は複数のドライバを内包する筐体を含む完全なスピーカーシステムを
備えてもよい。スピーカー２１２に備えられたあるドライバは、例えば、サブウーファー
（例えば、低周波用）、ミドルレンジドライバ（例えば、中間周波用）、および／又はツ
イーター（高周波用）を含んでもよい。ある場合では、１つ又は複数のスピーカー２１２
のそれぞれの変換器は、オーディオアンプ２１０の対応する個々のオーディオアンプによ
って駆動されてもよい。再生デバイス２００で再生するアナログ信号を生成することに加
えて、オーディオ処理コンポーネント２０８は、オーディオコンテンツを処理し、そのオ
ーディオコンテンツを１つ又は複数の他の再生デバイスに再生させるために送信する。
【００４２】
　再生デバイス２００によって処理および／又は再生されるオーディオコンテンツは、外
部ソース、例えば、オーディオライン－イン入力接続（例えば、オートディテクティング
３．５ｍｍオーディオラインイン接続）又はネットワークインタフェース２１４を介して
、受信されてもよい。
【００４３】
　ネットワークインタフェース２１４は、データネットワーク上で再生デバイス２００と
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１つ又は複数の他のデバイスとの間のデータフローを可能にするように構成されてもよい
。このように、再生デバイス２００は、再生デバイスと通信する１つ又は複数の他の再生
デバイス、ローカルエリアネットワーク内のネットワークデバイス、又は例えば、インタ
ーネット等のワイドエリアネットワーク上のオーディオコンテンツソースから、データネ
ットワークを介してオーディオコンテンツを受信するように構成されてもよい。ある例で
は、再生デバイス２００によって送信および受信されたオーディオコンテンツおよび他の
信号は、インターネットプロトコル（ＩＰ）に基づくソースアドレスおよびＩＰに基づく
宛先アドレスを含むデジタルパケットの形で送信されてもよい。そのような場合、ネット
ワークインタフェース２１４は、デジタルパケットデータを解析することによって、再生
デバイス２００宛てのデータを、再生デバイス２００によって適切に受信して処理するこ
とができる。
【００４４】
　図示されるように、ネットワークインタフェース２１４は、無線インタフェース２１６
と有線インタフェース２１８とを含んでもよい。無線インタフェース２１６は、再生デバ
イス２００用のネットワークインタフェース機能を提供し、通信プロトコル（例えば、無
線規格ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、８
０２．１１ａｃ、８０２．１５、４Ｇモバイル通信基準などを含む無線基準（規格）のい
ずれか）に基づいて、他のデバイス（例えば、再生デバイス２００に関連付けられたデー
タネットワーク内の他の再生デバイス、スピーカー、レシーバー、ネットワークデバイス
、制御デバイス）と無線通信してもよい。有線インタフェース２１８は、再生デバイス２
００用のネットワークインタフェース機能を提供し、通信プロトコル（例えば、ＩＥＥＥ
８０２．３）に基づいて他のデバイスとの有線接続を介して通信してもよい。図２に示さ
れるネットワークインタフェース２１４は、無線インタフェース２１６と有線インタフェ
ース２１８との両方を含んでいるが、ネットワークインタフェース２１４は、ある実施形
態において、無線インタフェースのみか、又は有線インタフェースのみを含んでもよい。
【００４５】
　ある例では、再生デバイス２００と他の再生デバイスとは、ペアにされて、オーディオ
コンテンツの２つの別々のオーディオコンポーネントを再生してもよい。例えば、再生デ
バイス２００は、左チャンネルオーディオコンポーネントを再生するように構成される一
方、他の再生デバイスは、右チャンネルオーディオコンポーネントを再生するように構成
されてもよい。これにより、オーディオコンテンツのステレオ効果を生成するか、又は強
化することができる。ペアにされた再生デバイス（「結合再生デバイス」とも言う）は、
更に、他の再生デバイスと同期してオーディオコンテンツを再生してもよい。
【００４６】
　別の例では、再生デバイス２００は、１つ又は複数の他の再生デバイスと音響的に統合
され、単一の統合された再生デバイス（統合再生デバイス）を形成してもよい。統合再生
デバイスは、統合されていない再生デバイス又はペアにされた再生デバイスと比べて、サ
ウンドの処理や再現を異なるように構成することができる。なぜならば、統合再生デバイ
スは、オーディオコンテンツを再生するスピーカー追加することができるからである。例
えば、再生デバイス２００が、低周波レンジのオーディオコンテンツを再生するように設
計されている場合（例えば、サブウーファー）、再生デバイス２００は、全周波数レンジ
のオーディオコンテンツを再生するように設計された再生デバイスと統合されてもよい。
この場合、全周波数レンジの再生デバイスは、低周波の再生デバイス２００と統合された
とき、オーディオコンテンツの中高周波コンポーネントのみを再生するように構成されて
もよい。一方で低周波レンジの再生デバイス２００は、オーディオコンテンツの低周波コ
ンポーネントを再生する。更に、統合再生デバイスは、単一の再生デバイス、又は更に他
の統合再生デバイスとペアにされてもよい。
【００４７】
　例として、現在、ソノズ・インコーポレイテッドは、「ＰＬＡＹ：１」、「ＰＬＡＹ：
３」、「ＰＬＡＹ：５」、「ＰＬＡＹＢＡＲ」、「ＣＯＮＮＥＣＴ：ＡＭＰ」、「ＣＯＮ
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ＮＥＣＴ」、および「ＳＵＢ」を含む再生デバイスを販売提供している。他の過去、現在
、および／又は将来のいずれの再生デバイスにおいても、追加的に又は代替的に本明細書
で開示された実施例の再生デバイスに実装して使用することができる。更に、再生デバイ
スは、図２に示された特定の例又は提供されるソノズ製品に限定されないことは理解され
る。例えば、再生デバイスは、有線又は無線のヘッドホンを含んでもよい。別の例では、
再生デバイスは、パーソナルモバイルメディア再生デバイス用のドッキングステーション
を含むか、又は、それらと対話してもよい。更に別の例では、再生デバイスは、別のデバ
イス又はコンポーネント、例えば、テレビ、照明器具、又は屋内又は屋外で使用するため
のいくつかの他のデバイスと一体化されてもよい。
【００４８】
ｂ．例示的な再生ゾーン構成
　図１のメディア再生システムに戻って、環境は、１つ又は複数の再生ゾーンを有してお
り、それぞれの再生ゾーンは１つ又は複数の再生デバイスを含んでいる。メディア再生シ
ステム１００は、１つ又は複数の再生ゾーンで形成されており、後で１つ又は複数のゾー
ンが追加又は削除して、図１に示す例示的な構成としてもよい。それぞれのゾーンは、異
なる部屋又は空間、例えば、オフィス、浴室、主寝室、寝室、キッチン、ダイニングルー
ム、リビングルーム、および／又はバルコニーに基づく名前が与えられてもよい。ある場
合では、単一の再生ゾーンは複数の部屋又は空間を含んでもよい。別の場合では、単一の
部屋又は空間は、複数の再生ゾーンを含んでもよい。
【００４９】
　図１に示されるように、バルコニー、ダイニングルーム、キッチン、浴室、オフィス、
および寝室のゾーンのそれぞれは、１つの再生デバイスを有する一方、リビングルームお
よび主寝室のゾーンのそれぞれは、複数の再生デバイスを有する。リビングルームゾーン
は、再生デバイス１０４、１０６、１０８、および１１０が、別々の再生デバイスとして
か、１つ又は複数の結合再生デバイスとしてか、１つ又は複数の統合再生デバイスとして
か、又はこれらのいずれかの組み合わせで、オーディオコンテンツを同期して再生するよ
うに構成されてもよい。同様に、主寝室の場合では、再生デバイス１２２および１２４が
、別々の再生デバイスとしてか、結合再生デバイスとしてか、又は統合再生デバイスとし
て、オーディオコンテンツを同期して再生するように構成されてもよい。
【００５０】
　ある例では、図１の環境における１つ又は複数の再生ゾーンは、それぞれ異なるオーデ
ィオコンテンツを再生している。例えば、ユーザは、バルコニーゾーンでグリルしながら
、再生デバイス１０２によって再生されるヒップホップ音楽を聞くことができる。一方、
別のユーザは、キッチンゾーンで食事を準備しながら、再生デバイス１１４によって再生
されるクラシック音楽を聞くことができる。別の例では、再生ゾーンは、同じオーディオ
コンテンツを別の再生ゾーンと同期して再生してもよい。例えば、ユーザがオフィスゾー
ンにいる場合、オフィスゾーンの再生デバイス１１８が、バルコニーの再生デバイス１０
２で再生されている音楽と同じ音楽を再生してもよい。そのような場合、再生デバイス１
０２および１１８は、ロック音楽を同期して再生しているため、ユーザは、異なる再生ゾ
ーン間を移動してもアウト－ラウドで再生されるオーディオコンテンツをシームレス（又
は少なくともほぼシームレス）に楽しむことができる。再生ゾーン間の同期は、前述の米
国特許第８，２３４，３９５号で述べられているような再生デバイス間の同期と同様の方
法で行ってもよい。
【００５１】
　上述したように、メディア再生システム１００のゾーン構成は、動的に変更してもよく
、ある実施形態では、メディア再生システム１００は、複数の構成をサポートする。例え
ば、ユーザが１つ又は複数の再生デバイスを、物理的にゾーンに移動させるか、又はゾー
ンから移動させる場合、メディア再生システム１００は変更に対応するように再構成され
てもよい。例えば、ユーザが再生デバイス１０２をバルコニーゾーンからオフィスゾーン
に物理的に移動させる場合、オフィスゾーンは、再生デバイス１１８と再生デバイス１０
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２との両方を含んでもよい。必要に応じて、制御デバイス、例えば制御デバイス１２６と
１２８とを介して、再生デバイス１０２が、ペアにされるか、又はオフィスゾーンにグル
ープ化されるか、および／又はリネームされてもよい。一方、１つ又は複数の再生デバイ
スが、再生ゾーンを未だ設定していないホーム環境において、ある領域に移動させられた
場合、新しい再生ゾーンがその領域に形成されてもよい。
【００５２】
　更に、メディア再生システム１００の異なる再生ゾーンは、動的にゾーングループに組
み合わされてもよいし、又は別々の再生ゾーンに分割されてもよい。例えば、ダイニング
ルームゾーンとキッチンゾーン１１４とがディナーパーティ用のゾーングループに組み合
わされることによって、再生デバイス１１２と１１４とがオーディオコンテンツを同期し
て再生することができる。一方、あるユーザがテレビを見たい一方、他のユーザがリビン
グルーム空間の音楽を聞きたい場合、リビングルームゾーンが、再生デバイス１０４を含
むテレビゾーンと、再生デバイス１０６、１０８および１１０を含むリスニングゾーンと
、に分けられてもよい。
【００５３】
ｃ．例示的な制御デバイス
　図３は、メディア再生システム１００の制御デバイス１２６と１２８とうちの一方又は
両方を構成する例示的な制御デバイス３００の機能ブロック図を示す。図示されるように
、制御デバイス３００は、プロセッサ３０２、メモリ３０４、ネットワークインタフェー
ス３０６、およびユーザインタフェース３０８を含んでもよい。ある例では、制御デバイ
ス３００は、メディア再生システム１００専用の制御デバイスであってもよい。別の例で
は、制御デバイス３００は、メディア再生システムコントローラアプリケーションソフト
ウェアをインストールされたネットワークデバイス、例えば、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）
、ｉＰａｄ（登録商標）、又は任意の他のスマートフォン、タブレットあるいはネットワ
ークデバイス（例えば、ＰＣ又はＭａｃ（登録商標）などのネットワークコンピュータ）
であってもよい。
【００５４】
　プロセッサ３０２は、メディア再生システム１００のユーザアクセス、コントロール、
および構成を可能にすることに関する機能を実行するように構成されてもよい。メモリ３
０４は、プロセッサ３０２によって実行可能な命令を記憶し、それらの機能を実行するよ
うに構成されてもよい。また、メモリ３０４は、メディア再生システムコントローラアプ
リケーションソフトウェアと、メディア再生システム１００とユーザとに関連付けられた
他のデータを記憶するように構成されてもよい。
【００５５】
　ある例では、ネットワークインタフェース３０６は、工業規格（例えば、赤外線、無線
、ＩＥＥＥ８０２．３などの有線規格、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０
２．１１ｇ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ、８０２．１５などの無線規格、４Ｇ通
信規格など）に基づいてもよい。ネットワークインタフェース３０６においては、制御デ
バイス３００がメディア再生システム１００内の他のデバイスと通信するための手段を提
供してもよい。ある例では、データおよび情報（例えば、状態変数）は、ネットワークイ
ンタフェース３０６を介して制御デバイス３００と他のデバイスとの間で通信されてもよ
い。例えば、メディア再生システム１００における再生ゾーンおよびゾーングループの構
成は、制御デバイス３００によって、再生デバイス又は別のネットワークデバイスから受
信されてもよいし、あるいは制御デバイス３００によって、ネットワークインタフェース
３０６を介して別の再生デバイス又はネットワークデバイスに送信されてもよい。ある場
合では、他のネットワークデバイスは、別の制御デバイスであってもよい。
【００５６】
　ボリュームコントロールおよびオーディオ再生コントロールなどの再生デバイス制御コ
マンドは、ネットワークインタフェース３０６を介して制御デバイス３００から再生デバ
イスに通信されてもよい。上述したように、メディア再生システム１００の構成の変更は
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、ユーザにより制御デバイス３００を用いて行うことができる。構成の変更は、１つ又は
複数の再生デバイスをゾーンに追加すること、１つ又は複数の再生デバイスをゾーンから
取り除くこと、１つ又は複数のゾーンをゾーングループに追加すること、１つ又は複数の
ゾーンをゾーングループから取り除くこと、結合プレーヤー又は統合プレーヤーを形成す
ること、結合プレーヤー又は統合プレーヤーから１つ又は複数の再生デバイスに分けるこ
となどを含んでもよい。このように、制御デバイス３００は、コントローラと呼ばれても
よく、制御デバイス３００は、メディア再生システムコントローラアプリケーションソフ
トウェアをインストールした専用のコントローラか、又はネットワークデバイスであって
もよい。
【００５７】
　制御デバイス３００のユーザインタフェース３０８は、図４に示されるコントローライ
ンタフェース４００などのようなコントローラインタフェースを提供することによって、
メディア再生システム１００のユーザアクセスおよび制御を可能にするように構成されて
もよい。コントローラインタフェース４００は、再生制御領域４１０、再生ゾーン領域４
２０、再生ステータス領域４３０、再生キュー領域４４０、およびオーディオコンテンツ
ソース領域４５０を含む。図示されるユーザインタフェース４００は、図３の制御デバイ
ス３００などのようなネットワークデバイス（および／又は図１の制御デバイス１２６お
よび１２８）を設けられたユーザインタフェースの単なる一例であって、ユーザによって
メディア再生システム１００などのようなメディア再生システムを制御するためにアクセ
スされるものである。あるいは、様々なフォーマット、スタイル、および対話型シーケン
スを他のユーザのインタフェースを１つ又は複数のネットワークデバイスに実装し、メデ
ィア再生システムへ類似の制御アクセスを提供してもよい。
【００５８】
　再生制御領域４１０は、（例えば、タッチ又はカーソルを用いることで）選択可能なア
イコンを含んでもよい。このアイコンによって、選択された再生ゾーン又はゾーングルー
プ内の再生デバイスが、再生又は停止、早送り、巻き戻し、次にスキップ、前にスキップ
、シャッフルモードのオン／オフ、リピートモードのオン／オフ、クロスフェードモード
のオン／オフを行う。再生制御領域４１０は、別の選択可能なアイコンを含んでもよい。
別の選択可能なアイコンは、イコライゼーション設定、再生ボリュームなど他の設定など
を変更してもよい。
【００５９】
　再生ゾーン領域４２０は、メディア再生システム１００内の再生ゾーンの表示を含んで
もよい。ある実施形態では、再生ゾーンのグラフィック表示が選択可能であってもよい。
追加の選択可能なアイコンを移動させることによって、メディア再生システム内の再生ゾ
ーンを管理又は構成することができる。例えば、結合ゾーンの作成、ゾーングループの作
成、ゾーングループの分割、およびゾーングループのリネームなど他の管理又は構成を行
うことができる。
【００６０】
　例えば、図示されるように、「グループ」アイコンは、再生ゾーンのグラフィック表示
のそれぞれに設けられてもよい。あるゾーンのグラフィック表示内の「グループ」アイコ
ンは、メディア再生システム内の１つ又は複数のゾーンを選択して、あるゾーンとグルー
プ化するオプションを出せるように選択可能であってもよい。一度グループ化すると、あ
るゾーンとグループ化されたゾーン内の再生デバイスは、あるゾーン内の再生デバイスと
同期してオーディオコンテンツを再生するように構成される。同様に、「グループ」アイ
コンは、ゾーングループのグラフィック表示内に設けられてもよい。この場合、「グルー
プ」アイコンは、ゾーングループ内の１つ又は複数のゾーンをゾーングループから取り除
くために、ゾーングループ内の１つ又は複数のゾーンを選択から外すというオプションを
出すように選択可能であってもよい。ユーザインタフェース４００等のユーザインタフェ
ースを介してゾーンをグループ化およびグループ解除するための他の対話をすることも可
能であるし、実施することも可能である。再生ゾーン領域４２０内の再生ゾーンの表示は
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、再生ゾーン又はゾーングループ構成が変更されると、動的に更新されてもよい。
【００６１】
　再生ステータス領域４３０は、現在再生されているオーディオコンテンツ、前に再生さ
れたオーディオコンテンツ、又は選択された再生ゾーン又はゾーングループ内で次に再生
するように予定されているオーディオコンテンツ、のグラフィック表示を含んでもよい。
選択可能な再生ゾーン又は再生グループは、ユーザインタフェース上で、例えば、再生ゾ
ーン領域４２０および／又は再生ステータス領域４３０内で視覚的に区別されてもよい。
グラフィック表示は、トラックタイトル、アーティスト名、アルバム名、アルバム年、ト
ラックの長さ、およびメディア再生システムを、ユーザインタフェース４００を介して制
御するときに、ユーザにとって有益な他の関連情報を含んでもよい。
【００６２】
　再生キュー領域４４０は、選択された再生ゾーン又はゾーングループに関連付けられた
再生キュー内のオーディオコンテンツのグラフィック表示を含んでもよい。ある実施形態
では、それぞれの再生ゾーン又はゾーングループは、再生ゾーン又は再生グループによっ
て再生される０以上のオーディオアイテムに対応する情報を含む再生キューに関連付けら
れてもよい。例えば、再生キュー内のそれぞれのオーディオアイテムは、ユー・アール・
アイ（ＵＲＩ）、ユー・アール・エル（ＵＲＬ）、又は再生ゾーン又はゾーングループ内
の再生デバイスによって使用可能な他の識別子を含んでもよい。これらによって、ローカ
ルオーディオコンテンツソース又はネットワークオーディオコンテンツソース、からオー
ディオアイテムを見つけ、および／又は取り出し、再生デバイスによって再生することが
できる。
【００６３】
　ある例では、プレイリストが再生キューに追加されてもよい。この場合、プレイリスト
内のそれぞれのオーディオアイテムに対応する情報が再生キューに追加されてもよい。別
の例では、再生キュー内のオーディオアイテムは、プレイリストとして保存されてもよい
。更に別の例では、再生デバイスがストリーミングオーディオコンテンツ、例えば、再生
時間を有することで連続して再生されないオーディオアイテムよりも、停止しない限り連
続して再生されるインターネットラジオを再生し続けているとき、再生キューは、空であ
ってもよいし、又は「未使用」であるが埋められていてもよい。別の実施形態では、再生
キューは、インターネットラジオおよび／又は他のストリーミングオーディオコンテンツ
アイテムを含むことができ、且つ再生ゾーン又はゾーングループがそれらのアイテムを再
生しているとき「未使用」とすることができる。他の例も可能である。
【００６４】
　再生ゾーン又はゾーングループが「グループ化される」か、又は「グループ解除」され
るとき、影響を受ける再生ゾーン又はゾーングループに関連付けられた再生キューは、ク
リアされてもよいし、又は再び関連付けられてもよい。例えば、第１再生キューを含む第
１再生ゾーンが、第２再生キューを含む第２再生ゾーンとグループ化された場合、形成さ
れたゾーングループは、関連付けられた再生キューを有してもよい。関連付けられた再生
キューは、最初は空であるか、（例えば、第２再生ゾーンが第１再生ゾーンに追加された
場合、）第１再生キューのオーディオアイテムを含むか、（例えば、第１再生ゾーンが第
２再生ゾーンに追加された場合、）第２再生キューのオーディオアイテムを含むか、又は
第１再生キューと第２再生キューとの両方のオーディオアイテムを組み合わせられる。そ
の後、形成されたゾーングループがグループ解除された場合、グループ解除された第１再
生ゾーンは、前の第１再生キューと再び関連付けられてもよいし、空の新しい再生キュー
に関連付けられてもよいし、あるいはゾーングループがグループ解除される前にゾーング
ループに関連付けられていた再生キューのオーディオアイテムを含む新しい再生キューに
関連付けられてもよい。同様に、グループ解除された第２再生ゾーンは、前の第２再生キ
ューと再び関連付けられてもよいし、空の新しい再生キューに関連付けられてもよいし、
あるいはゾーングループがグループ解除される前にゾーングループに関連付けられていた
再生キューのオーディオアイテムを含む新しい再生キューに関連付けられてもよい。
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【００６５】
　図４のユーザインタフェース４００に戻って、再生キュー領域４４０内のオーディオコ
ンテンツのグラフィック表示は、トラックタイトル、アーティスト名、トラックの長さ、
および再生キュー内のオーディオコンテンツに関連付けられた他の関連情報を含んでもよ
い。ある例では、オーディオコンテンツのグラフィック表示は、追加の選択可能なアイコ
ンを選択して移動させることができる。これにより、再生キューおよび／又は再生キュー
に表示されたオーディオコンテンツを管理および／又は編集することができる。例えば、
表示されたオーディオコンテンツは、再生キューから取り除いてもよいし、再生キュー内
の異なる位置に移動させてもよいし、すぐに再生させるか若しくは現在再生しているオー
ディオコンテンツの後に再生するように選択されてもよいし、あるいは他の動作を実行し
てもよい。再生ゾーン又はゾーングループに関連付けられた再生キューは、再生ゾーン又
はゾーングループ内の１つ又は複数の再生デバイスのメモリ、再生ゾーン又はゾーングル
ープに入っていない再生デバイスのメモリ、および／又は他の指定のデバイスのメモリに
記憶されていてもよい。
【００６６】
　オーディオコンテンツソース領域４５０は、選択可能なオーディオコンテンツソースの
グラフィック表示を含んでいてもよい。このオーディオコンテンツソースにおいては、オ
ーディオコンテンツが選択された再生ゾーン又はゾーングループによって取り出され、再
生されてもよい。オーディオコンテンツソースに関する説明は、以降のセクションを参照
することができる。
【００６７】
ｄ．例示的なオーディオコンテンツソース
　前回図示したように、ゾーン又はゾーングループ内の１つ又は複数の再生デバイスは、
再生するオーディオコンテンツを、（例えば、オーディオコンテンツの対応するＵＲＩ又
はＵＲＬに基づいて、）複数の入手可能なオーディオコンテンツソースから取り出すよう
に構成されてもよい。ある例では、オーディオコンテンツは、再生デバイスによって、対
応するオーディオコンテンツソース（例えば、ライン－イン接続）から直接取り出されて
もよい。別の例では、オーディオコンテンツは、１つ又は複数の他の再生デバイス若しく
はネットワークデバイスを介してネットワーク上の再生デバイスに提供されてもよい。
【００６８】
　例示的なオーディオコンテンツソースは、メディア再生システム内の１つ又は複数の再
生デバイスのメモリを含んでもよい。メディア再生システムとしては、例えば、図１のメ
ディア再生システム１００、１つ又は複数のネットワークデバイス上のローカルミュージ
ックライブラリ（例えば、制御デバイス、ネットワーク対応のパーソナルコンピュータ、
又はネットワーク接続ストレージ（ＮＡＳ）など）、インターネット（例えば、クラウド
）を介してオーディオコンテンツを提供するストリーミングオーディオサービス、あるい
は再生デバイス又はネットワークデバイスのライン－イン入力接続を介してメディア再生
システムに接続されるオーディオソース、他の可能なシステムであってもよい。
【００６９】
　ある実施形態では、オーディオコンテンツソースは、図１のメディア再生システム１０
０などのようなメディア再生システムに定期的に追加されてもよいし、定期的に取り除か
れてもよい。ある例では、１つ又は複数のオーディオコンテンツソースが追加される、取
り除かれる、又は更新される度に、オーディオアイテムのインデックス付けが行われても
よい。オーディオアイテムのインデックス付けは、ネットワーク上で共有される全てのフ
ォルダ／ディレクトリ内の識別可能なオーディオアイテムをスキャンすることを含んでも
よい。ここで、ネットワークは、メディア再生システム内の再生デバイスによってアクセ
ス可能である。また、オーディオアイテムのインデックス付けは、メタデータ（例えば、
タイトル、アーティスト、アルバム、トラックの長さなど）と他の関連情報とを含むオー
ディオコンテンツデータベースを作成すること、又は更新すること、を含んでもよい。他
の関連情報とは、例えば、それぞれの識別可能なオーディオアイテムを見つけるためのＵ



(23) JP 6253812 B2 2017.12.27

10

20

30

40

50

ＲＩ又はＵＲＬを含んでもよい。オーディオコンテンツソースを管理し、且つ維持するた
めの他の例も可能である。
【００７０】
　再生デバイス、制御デバイス、再生ゾーン構成、およびメディアコンテンツソースに関
しての上述した説明は、以降で述べられている機能および方法を実施可能ないくつかの例
示的な動作環境のみを提供している。本発明は、本明細書で明示的に述べられていないメ
ディア再生システム、再生デバイス、およびネットワークデバイスの他の動作環境および
構成であっても適用可能であり、その機能および方法を実施するのに適している。
【００７１】
ｅ．例示的なクラウド・コンピューティングの機能
　本明細書では、「クラウド・コンピューティング」について様々に参照している。用語
「クラウド・コンピューティング」は、インターネットなどのネットワーク上に分散され
たコンピュータを用いて送信されるサービスを参照するために用いられている。クラウド
を介して送信されるサービスのリストについて例示すると、電子メール（例えば、ＧＭＡ
ＩＬ（登録商標）又はＨＯＴＭＡＩＬ（登録商標））、ソーシャルネットワーキング（例
えば、ＦＡＣＥＢＯＯＫ（登録商標）、ＬＩＮＫＥＤＩＮ（登録商標）又はＴＷＩＴＴＥ
Ｒ（登録商標））、ファイル・ホスティング（例えば、ＤＲＯＰＢＯＸ（登録商標））、
及びストリーミング・オーディオ（例えば、ＳＰＯＴＩＦＹ（登録商標）、ＰＡＮＤＯＲ
Ａ（登録商標）又はＢＥＡＴＳＡＵＤＩＯ（登録商標））があるが、それらに限定されな
い。他のクラウドサービスについても確かに提供される。
【００７２】
　クラウドサービスのプロバイダは、当該サービスへのアクセスをネットワーク上で可能
にするため、１つ又は複数のインタフェースを提供してもよい。例えば、幾つかのクラウ
ドサービスは、ウェブブラウザを用いてウェブサイトを訪れることでアクセスされてもよ
い。他のクラウドサービスは、コンピュータデバイス上でクラウドサービスに特化された
特定のアプリケーションを実行することでアクセスされてもよい。幾つかのクラウドサー
ビスは、第三者のウェブサイト又はアプリケーションを用いたサービスのアクセスを容易
にするため、アプリケーション・プログラミング・インタフェース（ＡＰＩ）を提供して
もよい。クラウドサービスは、当該サービスにアクセスするため、多数の技術を提供して
もよい。多くの場合、所定のクラウドサービスにアクセスするユーザは、ネットワークと
接続された任意のコンピュータデバイスを用いてそのサービスにアクセスできるが、その
際、コンピュータデバイスはクラウドサービスについてサポートされたインタフェースを
有するものとする。
【００７３】
　一例を挙げると、クラウドサービスへのアクセスは、第１のコンピュータデバイス（即
ち、クライアント）と、第２のコンピュータデバイス又はシステム（即ち、サーバ）を用
いたアクセスを含んでもよい。例示的なクライアントのデバイスは、多くの可能なデバイ
スのうち、図２に示した再生デバイス２００または図３に示した制御デバイス３００を含
んでもよい。クラウドサービスによりサポートされているコンピュータ操作を実行するた
め、１つ又は複数のプログラム又はアプリケーション（即ち、命令）がサーバ上で実行さ
れてもよい。クライアントは、様々なコマンドをサーバに送信して、サーバに命令するこ
とで、クラウドサービスによってサポートされているコンピュータのタスクを実行させて
もよい。
【００７４】
　図５を参照すると、１つ又は複数のユーザに対してクラウドサービスを提供できる例示
的なコンピュータシステム５００が示されている。例示的なコンピュータシステム５００
は、少なくとも１つのプロセッサ５０２と、メモリ５０４と、ネットワークインタフェー
ス５０６を含んでいる。メモリ５０４は、クラウドサービスによりサポートされているコ
ンピュータのタスクを実行させるように、プロセッサ５０２によって実行可能な命令を含
んでもよい。コンピュータシステム５００は、ネットワークインタフェース５０６を介し



(24) JP 6253812 B2 2017.12.27

10

20

30

40

50

て、他のコンピュータデバイスと通信することができる。
【００７５】
　全体として、クラウドサービスを用意するために、コンピュータシステム５００の複数
のインスタンスを用いることがある。コンピュータシステム５００の各インスタンスが、
１つ又は複数のユーザに対してクラウドサービスを提供してもよい。クラウドサービスの
プロバイダは、ユーザの要求に基づいて、クラウドサービスの提供に関与するコンピュー
タシステム５００のインスタンスの数を増減させてもよい。
【００７６】
　複数の例において、データベース化された「ユーザアカウント」の表示によって、クラ
ウドサービスへのアクセスを促進してもよい。個々のユーザ又はユーザのグループは、デ
ータベース化された「ユーザアカウント」を作成してもよい。データベース化された「ユ
ーザアカウント」は、単に「アカウント」と呼ばれることがある。特定のユーザ又はユー
ザのグループ用のアカウントは、特定のユーザ又はユーザのグループがそのアカウントと
の関連付けを提供するために選択された、そのユーザ又はユーザのグループに関連したデ
ータを含んでもよい。そのため、特定のユーザのアカウントは、ある意味、その特定のユ
ーザのデータベース化された表示でもよい。
【００７７】
　ユーザは、例えば、様々なアプリケーション、ウェブサイト、及び／又は、オンライン
サービス用のアカウントを作成してもよい。アカウントの例として、多くの可能なものの
うち、とりわけ、電子メールのアカウント、ソーシャルネットワークのアカウント、オン
ラインフィナンシャルのアカウント、サービスプロバイダのアカウントなどが含まれる。
さらに、幾つかの場合では、ユーザは、複数のサービス、ウェブサイト、アプリケーショ
ンなどのために、ユーザについてデータベース化された表示を提供するように、単一のア
カウントを有してもよい。例えば、ユーザは、様々なオンラインサービスやアプリケーシ
ョンのための共通のログインとして、電子メールのアカウント又はソーシャルネットワー
クのアカウントを用いるように選択することができ、それは、異なるエンティティによっ
て提供されてもよい。そのようなデータベース化された表示は、サービスの提供に関与す
るコンピュータシステムのインスタンスのうちのいずれかに利用可能であってもよく、そ
れによって、特定のアカウントがサービスについて認証された（ログインされた）ときに
、インスタンスのうちのいずれかがサービスに対する同様のアクセスを提供してもよい。
【００７８】
　アカウントは、デバイスやシステムとともに用いられてもよい。例えば、携帯電話、タ
ブレット式コンピュータ、またはラップトップ式コンピュータなどのデバイスのユーザは
、コンピュータデバイス自体とアカウントを関連付けてもよく、それによってコンピュー
タデバイス上でアカウントが認証されたとき、そのコンピュータデバイスに備えられてい
るアプリケーションについてもアカウントが認証されるようにしてもよい。また、ユーザ
は、メディア再生システムとアカウントを関連付けてもよく、それによってメディア再生
システム上でアカウントが認証されるとき、アカウントの好みの設定に従ってメディア再
生システムが操作されるようにしてもよい。さらに、幾つかの場合では、様々なサービス
用のユーザのアカウントを互いに関連付けてもよい。例えば、メディア再生システム用の
ユーザのアカウントを、１つ又は複数のストリーミングミュージックサービス用のユーザ
のアカウントに関連付けてもよく、それによってメディア再生システム用のユーザのアカ
ウントがメディア再生システムにログインされたとき、メディア再生システムは、当該メ
ディア再生システム用のユーザのアカウントに関連付けられている１つ又は複数のストリ
ーミングミュージックサービスにアクセスすることができる。
【００７９】
　図６を参照すると、例示的なクラウド６００が示されている。例示的なクラウド６００
は、１つ又は複数のネットワークを介して接続されている任意の数のコンピュータデバイ
スを含んでもよい。例えば、クラウド６００は、コンピュータシステム５００の１つ又は
複数のインスタンスを含んでもよい。図６に示しているように、メディア再生システム６
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１０、６２０、及び６３０は、クラウド６００と接続されている。メディア再生システム
６１０は、再生デバイス６１２及び６１４と、制御デバイス６１６を含み、それぞれはク
ラウド６００との対応する接続を有している。同様に、メディア再生システム６２０は、
再生デバイス６２２及び６２４と、制御デバイス６２６とを含み、同様にそれぞれはクラ
ウド６００との対応する接続を有している。そして、メディア再生システム６３０は、再
生デバイス６３２及び６３４と、制御デバイス６３６とを含み、同様にそれぞれはクラウ
ド６００との対応する接続を有している。
【００８０】
　クラウド６００を用いて、メディア再生システム６１０、６２０、及び６３０は、それ
ぞれ様々なクラウドサービスにアクセスしてもよい。例えば、メディア再生システム６１
０、６２０及び６３０は、１つ又は複数のストリーミングオーディオサービス６０２にア
クセスしてもよい。上述したように、ストリーミングオーディオサービスは、メディア再
生システムに対して音楽（オーディオ）のコンテンツを提供できる。現在利用可能な例示
的な幾つかのストリーミングオーディオサービスとして、ＳＰＯＴＩＦＹ（登録商標）、
ＰＡＮＤＯＲＡ（登録商標）、ＢＥＡＴＳＡＵＤＩＯ（登録商標）、ＲＤＩＯ（登録商標
）、ＧＯＯＧＬＥ ＰＬＡＹ ＭＵＳＩＣ ＡＬＬ ＡＣＣＥＳＳ（登録商標）、ＳＯＮＹ 
ＭＵＳＩＣ ＵＮＬＩＭＩＴＥＤ（登録商標）、ＩＴＵＮＥＳ ＲＡＤＩＯ（登録商標）、
ＸＢＯＸ ＭＵＳＩＣ（登録商標）、及びＴＵＮＥＩＮ ＲＡＤＩＯ（登録商標）がある。
他のストリーミングオーディオサービスも確かに存在しており、他のストリーミングオー
ディオサービスも将来的に提供されるだろう。
【００８１】
　また、メディア再生システム６１０、６２０、及び６３０は、それぞれ１つ又は複数の
ソーシャルネットワークサービス６０４にアクセスしてもよい。ソーシャルネットワーク
サービスは、通常、サービスのユーザ間（または、例えばサービスのアカウント間）の様
々なリンクによって、少なくとも部分的に特徴付けられている。そのようなリンクは、様
々な名前で参照されており、例えば、それらは、多くの例の内、「フレンド」、「コネク
ション」、「フォロワー」、又は「お気に入り」などがある。ユーザは、そのようなリン
クを様々な理由のために作成してもよい。例えば、幾つかの場合では、ユーザは、ソーシ
ャルネットワークの外の関係（例えば、職場の同僚、関係者、又は大学の友人）を有して
もよい。他の場合では、２人のユーザは、同様の興味（例えば、特定のバンドやジャンル
のファン）を有してもよく、又は所定のグループに属してもよい。そして、それらは同様
の興味を共有しているため、ソーシャルネットワーク中にリンクを形成してもよい。
【００８２】
　クラウドサービスのプロバイダは、クラウドキューサービス６０６を提供することがで
きる。クラウドキューサービス６０６は、１つ又は複数の再生キュー（クラウドキュー）
を保持してもよく、または１つ又は複数の再生キュー（クラウドキュー）へのアクセス権
を有してもよい。幾つかの例では、クラウドキューサービス６０６は、当該クラウドキュ
ーサービス６０６に登録されているメディア再生システム用の再生キューを保持してもよ
い。そのような再生キューを、クラウドキューと呼ぶことがある。他の例では、クラウド
キューサービス６０６は、特定のメディア再生システム用に複数のクラウドキューを保持
してもよく、例えば、いかなる時点においても１つの特定のクラウドキューを「有効（ア
クティブ）」（即ち、「選択中」）にしてもよい。さらなる例では、クラウドキューサー
ビス６０６は、複数のメディア再生システムがアクセス可能なクラウドキューを保持して
もよい。クラウドキューサービス６０６を提供して、データストレージ中に（１つまたは
複数の）クラウドキューを保持するために、１つ又は複数のコンピュータシステムを用い
てもよい。
【００８３】
　さまざまなデバイスがクラウドキューにアクセスしてもよい。クラウドキューにアクセ
スすることは、クラウドキューに関する様々なオペレーションのうちの任意のものを含む
ことができる。例えば、幾つかのデバイスは、クラウドキューにアクセスして、クラウド
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キューサービス６０６によって保持されている再生キュー内のメディアアイテムを修正し
てもよい（例えば、追加してもよい、取り除いても良い、又は順番を変更してもよい）。
そのようなデバイスは、制御デバイス３００などの制御デバイスを含んでもよく、又はク
ラウドキューサービス６０６と通信するためのネットワークインタフェースを有する他の
適切なデバイスを含んでもよい。別の例として、メディア再生システム６１０及び６２０
などのメディア再生システムは、クラウドキューにアクセスして、クラウドキューを再生
してもよい。
【００８４】
　メディア再生システムのデバイスは、キューのアクセスを生じさせる制御入力を提供し
てもよい。例えば、メディア再生システムの制御デバイス（例えば、制御デバイス３００
）は、様々な制御を含むインタフェース（例えば、コントローラインタフェース４００）
を提供してもよい。制御デバイスは、そのような制御により入力を検出することができ、
それに対応してクラウドキューに関するオペレーションを実行してもよい。これに代えて
、メディア再生システムの再生デバイスは、クラウドキューに関する様々なオペレーショ
ンを要求する入力データを生成可能な様々な制御（例えば、ボタン）を含んでもよい。
【００８５】
　上述したように、クラウドキューへのアクセスは、様々な技術を用いて制御されてもよ
い。幾つかの例示的な技術は、クラウドキューにアクセスしているエンティティの識別に
基づいて、クラウドキューへのアクセスを制御することを含んでもよい。他の例の技術は
、クラウドキュー自体の構成又は設定に基づいて、クラウドキューへのアクセスを制御す
ることを含んでもよい。
【００８６】
　図７は、例示的な再生キュー７００を示している。再生キュー７００は、エントリ７０
２－７３２のリストを備えている。エントリ７０２－７３２は、各エントリに関連付けら
れている各歌用のそれぞれのメタデータを有することにより、それぞれ位置１－１６に歌
Ａ－Ｐを含んでいる。そのメタデータは、各歌が格納されている場所を示す、ユニフォー
ム・リソース・アイデンティファイア（ＵＲＩ）などのインジケーションを含んでもよい
。例えば、ある特定の歌のために、メタデータは、図６に示したストリーミングオーディ
オサービス６０２などのストリーミングオーディオサービスから特定の歌を取り出すこと
ができる場所を示す、ユニフォーム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ）を含んでもよい。歌
Ａ－Ｐは、上述した例示的なオーディオアイテムのいずれかに相当してもよい。再生キュ
ー７００は１５個のエントリを含む場合を例にして示されているけれども、メディアアイ
テムが追加される（即ち、インサートされる）ことによって、再生キュー７００はさらな
るエントリを得る場合もあるし、または再生キュー７００からメディアアイテムが取り除
かれる（即ち、デリートされる）ことにより、再生キュー７００が所有するエントリはよ
り少なくなる場合がある。メディア再生システムは、所定の順番で、キュー７００を再生
してもよく、例えば、位置に基づいて順番に再生したり、または不規則に（シャッフルし
て）再生したりしてもよい。
【００８７】
　再生キュー７００は、例えばクラウドキューサービス６０６などのクラウドキューサー
ビスによって、１つ又は複数のメディア再生システムのために保持されてもよい。再生キ
ュー７００は、「クラウドキュー」とも呼ばれる。例えば、図５に示した例示的なコンピ
ュータシステム５００（クラウドキューサービス６０６を提供してもよい）は、メディア
再生システム６１０用に再生キュー７００を保持してもよい。そのような例では、再生デ
バイス６１２及び／又は再生デバイス６１６は、再生キュー７００のローカルコピーを、
例えば、図２に示したメモリ２０６などのメモリ内に保持してもよい。あるいは、再生キ
ュー７００は、図３に示した例示的な制御デバイス３００のように、他のコンピュータシ
ステム上に保持されてもよい。そのようなローカルコピーは、クラウドキューのキャッシ
ュ・インスタンスを提供してもよく、それによって、多くの利点のうち特に、メディア再
生システムのデバイスがローカルコピーにアクセスすることによって、クラウドキューに
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アクセスする際に含まれ得る伝達の遅延を回避することができる。
【００８８】
　再生デバイス、コントローラデバイス、再生ゾーン構成、メディアコンテンツのソース
、及びクラウド・コンピューティングに関する上述の説明は、動作環境の幾つかの例につ
いてのみ示しており、それら環境内では、後述する機能と方法が実行されてもよい。メデ
ィア再生システム、再生デバイス、及びネットワークデバイスの他の動作環境と構成は、
本明細書では明示的に記載されていないが、それらも後述する機能と方法を実行するのに
適用できてもいいし及び適してもよい。
【００８９】
　図８、図９、図１０、図１２、図１３、図１５、及び図１６に示された方法８００、方
法９００、方法１０００、方法１２００、方法１３００、方法１５００、及び方法１６０
０は、それぞれ、動作環境内で実行可能な方法の実施形態を示しており、例えば、図１に
示したメディア再生システム１００、図２に示した１つ又は複数の再生デバイス２００、
図３に示した１つ又は複数の制御デバイス３００、又は図５に示した１つ又は複数のコン
ピュータシステム５００を含む動作環境内で実行可能である。さらに、例として示した、
メディア再生システムによって実行されるオペレーションは、例えば、メディア再生シス
テムの再生デバイス又は制御デバイスなどの任意の適切なデバイスによって実行されうる
。方法８００、方法９００、方法１０００、方法１２００、方法１３００、方法１５００
、及び方法１６００は、図８、図９、図１０、図１２、図１３、図１５、及び図１６にそ
れぞれ示した１つ又は複数のブロックによって例示されている、１つ又は複数の操作、機
能、又は動作を含んでもよい。ブロックは、順番に示されているが、これらのブロックは
、並行して行われてもよいし、及び／又は本明細書で述べられている順番と異なる順番で
行われてもよい。また、様々なブロックを、所望の実施に基づいて、より少ないブロック
に組み合わせたり、より多いブロックに分割させたり、及び／又は、取り除くことが可能
である。
【００９０】
　さらに、本明細書に開示した方法及び他のプロセスについて、本実施形態において実行
可能な機能と操作をフローチャートによって示す。その際、各ブロックは、モジュール、
セグメント、又はプログラムコードの一部を示していて、これは、プロセス中の特定の論
理機能又はステップを実行するプロセッサによって実行可能な１つ又は複数の命令を含ん
でいる。そのプログラムコードは、例えばディスク又はハードドライブを含む記憶デバイ
スなどの、任意の種類のコンピュータ読み取り可能な記録媒体上に格納されてもよい。コ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体は、非一時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒体
を含むことができ、例えば、レジスタメモリ、プロセッサキャッシュ、及びランダム・ア
クセス・メモリ（ＲＡＭ）などのように、短期間、データを格納するコンピュータ読み取
り可能な媒体でもよい。また、コンピュータ読取り可能な媒体は、非一時的なメディアを
含むことができ、例えば、リード・オンリ・メモリ（ＲＯＭ）、光学ディスク又は磁気デ
ィスク、コンパクトディスク・リード・オンリ・メモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）などの、長期間
の記憶が可能な二次記憶装置又は永続記憶装置を含んでもよい。コンピュータ読取り可能
な媒体は、任意の別の揮発性又は不揮発性のストレージシステムであってもよい。コンピ
ュータ読取り可能な媒体は、例えば、コンピュータ読取り可能な記憶媒体、即ち、有形の
記憶デバイスとみなされてもよい。さらに、本明細書に開示した方法と他のプロセスのた
め、各ブロックは、プロセス内の特定の論理機能を実行するために有線接続された回路に
相当してもよい。
【００９１】
ＩＩＩ．　認可トークンに基づいてクラウドキューにアクセスするための例示的な技術
　上述したように、本明細書に記載の実施形態は、認可トークンに基づいてクラウドキュ
ーにアクセスするステップを含む。認可トークンは、クラウドキューへのアクセスを制御
するために使用される。その認可トークンに基づいて、エンティティ（例えば、特定のメ
ディア再生システム又はデバイス）は、クラウドキューにアクセスしようと試みている。
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例えば、メディア再生システムのデバイスが、クラウドキューにアクセスする。クラウド
キューへのアクセスは、いくつかある例の中でも特に、クラウドキューの表示、クラウド
キューの再生、又はクラウドキューの編集を含む。図８は、認可トークンによって、キュ
ーにアクセスする例示的な方法を示している。
【００９２】
ａ．認可トークンの取得
　方法８００は、キューに対応する認可トークンを取得するステップを含む（ブロック８
０２）。例えば、メディア再生システム（例えば、図１のメディア再生システム１００、
又は図６のメディア再生システム６１０，６２０，６３０のうちの一つ）は、メディアア
イテムの特定キューに対応する認可トークンを取得する。ある例では、再生デバイス（例
えば、図２の再生デバイス２００）又は制御デバイス（例えば、図３の制御デバイス３０
０）などのメディア再生システムの特定のデバイスが認可トークンを取得する。認可は、
ワイドエリアネットワーク（例えば、インターネット）などの１つ又は複数のネットワー
ク上でネットワークインタフェースを介して、取得される。
【００９３】
　特定キューは、リモートサーバ（例えば、クラウドキューサービスの提供に関与するサ
ーバ）に格納されていてもよい。この特定のキューは、「クラウドキュー」と呼ばれる。
「リモート」サーバは、ワイドエリアネットワークを含む１つ又は複数のネットワークに
よって、キューにアクセスするエンティティとは区別されると考えられる。例えば、図６
を参照すると、メディア再生システム６１０は、メディア再生システムとリモートサーバ
とを通信可能に接続する１つ又は複数のネットワークによって、クラウドキューサービス
６０６のサーバから、認可トークンを取得する。ある例では、メディア再生システムは、
特定キューが格納されている又は保持されているリモートサーバから、特定キューに対応
する認可トークンを取得してもよい。これに代えて、メディア再生システムは、別のリモ
ートサーバから特定キューに対応する認可トークンを取得してもよい。別のリモートサー
バは、例えば、特定キューが格納されている又は保持されているリモートサーバに通信可
能に接続されているリモートサーバである。
【００９４】
　上述のように、取得した認可トークンは、メディアアイテムの特定キューに対応してい
てもよい。例えば、認可トークンは、特定キューへのアクセスを管理するのに使用されて
もよい。例えば、所定のクラウドキューサービスが、１つ又は複数のクラウドキューへの
アクセス権を保持又は所有していてもよい。クラウドキューの各々は、１つ以上のメディ
アアイテムを含むか、又はメディアアイテムを含まない。このような場合、取得した認可
トークンは、１つ又は複数のクラウドキューのうちの特定のクラウドキューに対応しても
よい。認可トークンは、リモートサーバによって、特定のクラウドキューへのアクセスを
管理するのに使用されてもよい。これに代えて、取得した認可トークンは、特定のキュー
グループに対応してもよい。このようなグループは、いくつかある例の中でも特に、特定
のメディア再生システムの代わりにクラウドキューサービスによって保持されているクラ
ウドキュー、又は特定のユーザアカウントの代わりにクラウドキューサービスによって保
持されているクラウドキューを含むことができる。
【００９５】
　ある実施において、認可トークンは、エンティティが特定キューに関して特定のオペレ
ーションを実行すること、例えば、特定キューにアクセスすることを認可又は許可しても
よい。エンティティは、許可されたオペレーションのうちの一つを実行しようとするとき
に、認可トークンを持ってもよいし又は提供してもよい。そして、エンティティに、認可
トークンの有効性が与えられて、オペレーションの実行が許可される。
【００９６】
　認可トークンは、種々のオペレーションを許可する特定の「アクセス権」に関連付けら
れていると考えられてもよい。ある実施において、キューに関する特定のオペレーション
を実行しようとするエンティティは、認可トークンによって認可されていなければ、その
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オペレーションの実行を禁止されてもよい。例えば、認可トークンを持つ又は提供するエ
ンティティは、特定レベルのアクセス権又はアクセス権セット内のオペレーションを実行
することを許可されてもよい。種々のアクセス権は、認可トークンによって、種々のエン
ティティに付与されてもよい。例えば、第１のエンティティ（例えば、メディア再生シス
テム又はデバイス）は第１のアクセス権に関連付けられている第１の認可トークンを取得
し、第２のエンティティは第１のアクセス権と異なる第２のアクセス権に関連付けられて
いる第２の認可トークンを取得してもよい。
【００９７】
　一例として、所定の認可トークンに関連付けられているアクセス権は、キューの表示を
許可する表示権を含んでも良く、この場合、その所定の認可トークンを取得したエンティ
ティは、キューの表示に関与するオペレーションを実行することを許可されてもよい。キ
ューの表示は、例えば、図４に示されるようなコントローラインタフェース４００の再生
キュー領域４４０において、図３の制御デバイス３００のユーザインタフェース３０８に
よる、キューに関連付けられているメディアアイテムのインジケーションの表示を含んで
もよい。例として、キューの表示に関与するオペレーションは、キューの少なくとも１つ
のメディアアイテムのインジケーションの要求をリモートサーバに送信することと、示さ
れた少なくとも１つのメディアアイテムを表示することとを含んでもよい。
【００９８】
　別の例では、所定の認可トークンに関連付けられているアクセス権は、認可トークンが
対応する特定キューの編集を許可するキュー権を含んでもよい。例えば、いくつかある例
の中でも特に、キュー権に関連付けられている認可トークンを取得したエンティティは、
メディアアイテムをキューに追加すること、メディアアイテムをキューから削除すること
、又はキュー内でメディアアイテムを並べ換えることを許可されてもよい。ある実施形態
では、エンティティ（例えば、メディア再生システム、又はそのようなシステムのデバイ
ス）は、キューを保持しているリモートエンティティ（例えば、サーバ）に、キューの編
集要求を送信してもよい。
【００９９】
　さらなる例として、所定の認可トークンに関連付けられているアクセス権は、特定キュ
ー内のメディアアイテムの再生を許可する再生権を含んでもよい。例えば、キュー権に関
連付けられている認可トークンを取得したエンティティは、キューからメディアアイテム
のインジケーションの要求を許可され、それから、それらのメディアアイテムを再生して
もよい。上述したように、デバイスは、クラウドキューのローカルコピーを保持してもよ
い。クラウドキューの再生は、クラウドキューから少なくとも１つのメディアアイテムの
インジケーションを要求すること、示されたメディアアイテムをローカルコピー内に含む
こと、及びクラウドキューのローカルコピーのメディアアイテムを再生することを含んで
もよい。
【０１００】
　一例において、所定の認可トークンは、図２の再生デバイス２００の１つ又は複数のイ
ンスタンスなどの、メディア再生システムの１つ又は複数の特定のデバイスを認証しても
よい。そのような認可トークンの取得は、メディア再生システムの１つ又は複数の特定の
デバイスが、キュー内のメディアアイテムを再生することを認可する認可トークンの要求
を、リモートサーバに送信することを含んでもよい。要求を送信した後、メディア再生シ
ステムは、要求した認可トークンを受信してもよい。ある例では、２つ以上のデバイスが
、同期再生などの、ある共同のオペレーションを実行できるグループに、加入していても
よい。このような例では、取得された認可トークンが、２つ以上のデバイスがキュー内の
メディアアイテムを同期再生することを認可してもよい。
【０１０１】
　上述したように、ある実施形態において、メディア再生システムは、１つ又は複数のユ
ーザアカウントに関連付けられていてもよい。このような関連付けは、例えば図３の例示
的な制御デバイス３００によって、ユーザアカウントがメディア再生システムにログイン
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したときに、形成されてもよい。ある例では、認可トークンは、１つ又は複数の特定のユ
ーザアカウントがリモートサーバのクラウドキューにアクセスすることを認可してもよい
。認可トークンを持つユーザアカウントを認可することによって、そのユーザアカウント
を使用してログインされた任意のメディア再生システムが、キューにアクセスすることを
認可されてもよい。このような例において、認可トークンの取得は、メディア再生システ
ムが、特定のアカウントがリモートサーバのキューにアクセスすることを認可する認可ト
ークンの要求をリモートサーバに送信することを含んでもよい。特定のユーザアカウント
が認可されている場合、リモートサーバは、要求を許可して、要求された認可トークンを
送信してもよい。それから、メディア再生システムは、要求された認可トークンを受信し
てもよい。ある例では、受信された認可トークンは、特定のアカウントで登録されている
制御デバイスが、リモートサーバ内のキューにアクセスすることを認可する。制御デバイ
スは、クラウドキューへのアクセスを容易にするコントローラインタフェースを提供する
デバイスであってもよい。そして、それに応じて、クラウドキューへのアクセスが、制御
デバイス３００によって実行されてもよい。
【０１０２】
　ある例では、メディア再生システムの制御デバイスは、例えば特定キューへのアクセス
要求を示す入力データの受信に応じて、特定キューに対応する認可トークンを取得しても
よい。コントローラは、グラフィカルインタフェースに、取得された認可トークンに関連
付けられているアクセスに対応する制御又は別のインタフェース要素を含むコントローラ
インタフェースを表示させてもよい。例えば、認可トークンがクラウドキューの表示を許
可する場合、コントローラは、図４に示される例示的な再生キュー領域４４０などの、ク
ラウドキューを示す再生キュー領域を含むコントローラインタフェースを表示してもよい
。さらに、認可トークンがクラウドキューの再生を許可しない場合、コントローラインタ
フェースは、再生制御領域（例えば、図４の再生制御領域４１０）を含まなくてもよい、
又は、そのクラウドキューに対して再生制御領域が無効である又は使用不可能であること
を示してもよい。
【０１０３】
　認可トークンを取得した後、制御デバイスは、その認可トークンをメディア再生システ
ムの１つ又は複数のさらなるデバイスに送信しても良く、さらなるデバイスは、その認可
トークンを使用してキューにアクセスしてもよい。一例において、メディア再生システム
の制御デバイスは、リモートサーバ内のキューへのアクセスを認可する認可トークンの要
求を送信してもよい。その後、制御デバイスは、要求された認可トークンを受信してもよ
い。それから、制御デバイスは、受信した認可トークンをメディア再生システムの１つ又
は複数の再生デバイスに送信してもよい。上述したように、認可トークンを有するエンテ
ィティのうちのいずれかがその認可トークンを使用してキューにアクセスしても良く、認
可トークンをリモートサーバに提供するエンティティが認証されてキューにアクセスして
もよい。
【０１０４】
　これに代えて、メディア再生システムの再生デバイスは、例えば、再生要求、又はさも
なければ特定キューへのアクセス要求の受信に応じて、特定キューに対応する認可トーク
ンを取得してもよい。再生デバイスは、認可トークンを取得した後、その認可トークンを
メディア再生システムの１つ又は複数のさらなるデバイスに分配して、さらなるデバイス
がその認可トークンを使用してキューにアクセスできるようにしてもよい。一例において
、メディア再生システムの所定の再生デバイスは、リモートサーバ内のキューへのアクセ
スを認可する認可トークンの要求を送信してもよい。その後、所定の再生デバイスは、要
求した認可トークンを受信してもよい。それから、制御デバイスは、受信した認可トーク
ンをメディア再生システムの１つ又は複数のさらなる再生デバイスに送信してもよい。あ
る実施において、１つ又は複数のさらなる再生デバイスは、所定の再生デバイスと共にグ
ループ化される再生デバイスであってもよい。認可トークンを有する再生デバイスの全て
がキューにアクセスしてもよいし、認可トークンをリモートサーバに提供するエンティテ
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ィが認証されてキューへのアクセスが可能になってもよい。
【０１０５】
　複数の例において、取得された認可トークンは、様々な形態をとってもよい。例えば、
取得された認可トークンは、クラウドキューに対する特定のオペレーションを認可する認
可コードを示すハイパーテキスト・トランスファー・プロトコル・ヘッダを含んでもよい
。このような場合、認可トークンの取得は、認可コードを示すハイパーテキスト・トラン
スファー・プロトコル・ヘッダを示すデータを受信することを含んでもよい。ヘッダ内で
示される認可コードは、リモートサーバ（例えば、クラウドキュー）におけるメディアア
イテムのキューへのアクセス権を認証してもよい。これに代えて、ファイル（例えば、非
一時的データ）が認可トークンを示してもよい。
【０１０６】
　複数の例において、認可トークンは、限られた期間だけキューへのアクセスを許可して
もよい。例えば、認可トークンは、あるセッションの期間中にキューへのアクセス権を付
与してもよい。このような実施形態において、認可トークンを取得するステップは、（ｉ
）リモートサーバにメディア再生システムの所定のセッションのインジケーションを送信
することと、（ｉｉ）メディア再生システムが、所定のセッションの期間中におけるリモ
ートサーバ内のキューにアクセスすることを認可する認可トークンの要求を送信すること
とを含んでもよい。さらに、認可トークンを取得するステップは、メディア再生システム
がその要求された認可トークンを受信することを含んでもよい。要求された認可トークン
は、メディア再生システムが、所定のセッションの期間中におけるリモートサーバ内のキ
ューにアクセスすることを認可するものである。
【０１０７】
　ある例では、認可トークンを取得するステップは、エンティティが１つ又は複数の認証
情報（例えば、ユーザ名とパスワード）をリモートサーバに送信することを含んでもよい
。リモートサーバは、認証情報によりエンティティを認可するかどうかを決定して、エン
ティティが認可トークンを取得できるようにしてもよい。リモートサーバは、エンティテ
ィの認可を決定した場合、要求された認可トークンをエンティティに送信してもよい。あ
る例では、認証情報は、上述したユーザアカウントのいずれかのような、ユーザアカウン
トについての１つ又は複数の認証情報を含んでもよい。
【０１０８】
　認可トークンを取得した後、デバイス（例えば、再生デバイス又は制御デバイス）は、
その認可トークンをデータストレージに格納してもよい。このようなデータストレージは
、例えば、再生デバイス２００のメモリ２０６又は制御デバイス３００のメモリ３０４で
ある。それから、デバイスは、格納した認可トークンに対応するクラウドキューにアクセ
スするときに、その認可トークンのインジケーションをリモートサーバに提供してもよい
。
【０１０９】
ｂ．認可トークンとキューへのアクセス要求の送信
　方法は、取得した認可トークンとクラウドキューへのアクセス要求とを送信するステッ
プを含む（ブロック８０４）。例えば、メディア再生システムは、取得した認可トークン
と、特定クラウドキューの１つ又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とをリモー
トサーバに送信してもよい。メディア再生システムは、ワイドエリアネットワークを含む
１つ又は複数のネットワーク上でネットワークインタフェースを介して、トークンと要求
を送信してもよい。
【０１１０】
　上述したように、エンティティ（例えば、メディア再生システム又はそのデバイス）は
、許可されたオペレーションのうちの一つを実行しようとするときに、認可トークンを持
ってもよいし又は提供してもよい。そして、認可トークンの有効性が与えられると、オペ
レーションの実行が許可されてもよい。認可トークンの提供は、認可トークン（又は認可
トークンのインジケーション）をリモートサーバに送信することを含んでもよい。そのリ
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モートサーバは、クラウドキューを保持しているリモートサーバであってもよいし、又は
例えば、クラウドキューを保持しているリモートサーバに通信可能に接続されている別の
リモートサーバであってもよい。
【０１１１】
　上述したように、ある例では、取得された認可トークンは、キューの表示を許可しても
よい。ある例では、アクセス要求の送信は、表示のために１つ又は複数のメディアアイテ
ムのインジケーションの要求を送信することを含んでもよい。ある実施において、１つ又
は複数のメディアアイテムは、クラウドキュー内のメディアアイテムの全てを含んでもよ
い。別の実施において、１つ又は複数のメディアアイテムは、クラウドキュー内のメディ
アアイテムの一部を含んでもよい。その一部のメディアアイテムは、現在再生中のメディ
アアイテムを含んでもよいし、キュー内で現在再生中のメディアアイテムに最も近い１つ
又は複数のメディアアイテムを含んでもよい。
【０１１２】
　また、上述したように、取得された認可トークンは、キューの再生を許可してもよい。
このような例において、アクセス要求の送信は、再生のために１つ又は複数のメディアア
イテムのインジケーションの要求を送信することを含んでもよい。
【０１１３】
　さらなる例では、取得された認可トークンは、キューの編集（例えば、アイテムをキュ
ーに追加すること、アイテムをキューから削除すること、又はキュー内でアイテムを並べ
換えること）を許可してもよい。このような認可トークンと共に、アクセス要求の送信は
、キューの編集要求を送信することを含んでもよい。メディア再生システムの制御デバイ
スは、その編集を示す入力データの受信に基づいて、このような要求を送信してもよい。
【０１１４】
ｃ．メディア再生システムがキューにアクセス可能であることを示すインジケーションの
受信
　方法は、メディア再生システムがキューにアクセス可能であることを示すインジケーシ
ョンを受信するステップを含む（ブロック８０６）。例えば、メディア再生システムは、
アクセスが以前要求された特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムにメディア再生
システムがアクセス可能であることを示すインジケーションを、リモートサーバから受信
してもよい。メディア再生システムのデバイスは、１つ又は複数のネットワーク上でネッ
トワークインタフェースを介して、そのインジケーションを受信してもよい。
【０１１５】
　メディア再生システムがキューにアクセス可能であることを示すインジケーションを受
信するステップは、特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムを示すデータを受信す
ることを含んでもよい。上述したように、ある例において、取得された認可トークンは、
キューの表示を許可する表示権を含んでもよい。このような例において、メディア再生シ
ステムは、表示のために、キューからの１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーシ
ョンを要求してもよい。その後、メディア再生システムは、特定キューの１つ又は複数の
メディアアイテムを示すデータを受信してもよい。ある例では、方法は、さらに、１つ又
は複数のメディアアイテムのそれぞれのインジケーションを表示するステップを含んでも
よい。例えば、メディア再生システムの制御デバイスは、グラフィカルインタフェースに
、１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを表示させてもよい。インジケー
ションは、コントローラインタフェース４００の再生キュー領域４４０などの、コントロ
ーラインタフェースの再生キュー領域に表示されてもよい。
【０１１６】
　別の例では、メディア再生システムがキューにアクセス可能であることを示すインジケ
ーションを受信するステップは、（ｉ）特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムと
、（ｉｉ）１つ又は複数のメディアアイテムのそれぞれのソースとを示すデータを受信す
ることを含んでもよい。上述したように、ある例では、取得された認可トークンは、キュ
ーの編集を許可するキュー権を含んでもよい。キューの編集は、キュー内のメディアアイ
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テムの追加、削除、又は並べ換えを含んでもよいし、（例えば、前方へのスキップコマン
ド又は後方へのスキップコマンドによる）キューの再生順序の変更を含んでもよい。この
ような例において、メディア再生システムは、キューの編集要求をリモートサーバに送信
してもよい。その後、メディア再生システムは、例えば要求された編集後のキューを示す
キューのインジケーションを受信してもよい。例えば、メディア再生システムは、１つ又
は複数のメディアアイテムを特定キューに追加する要求をリモートサーバに送信してもよ
い。リモートサーバは、１つ又は複数のメディアアイテムを追加してもよいし、メディア
再生システムに送信してもよい。メディア再生システムは、（ｉ）特定キューの１つ又は
複数のメディアアイテムと、（ｉｉ）１つ又は複数のメディアアイテムのそれぞれのソー
スとを示すデータを受信する。ある実施形態において、メディア再生システムは、示され
た１つ又は複数のメディアアイテムを、メディア再生システムのローカルキューに追加し
てもよい。
【０１１７】
　さらに別の例では、メディア再生システムが１つ又は複数のメディアアイテムにアクセ
ス可能であることを示すインジケーションを受信するステップは、メディア再生システム
が（ｉ）特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムと（ｉｉ）１つ又は複数のメディ
アアイテムのそれぞれのソースとを示すデータを受信することを含んでもよい。上述した
ように、ある例では、取得された認可トークンは、特定キュー内のメディアアイテムの再
生を許可する再生権を含んでもよい。このような場合、メディア再生システムは、例えば
キューの再生要求を示す入力データの受信に応じて、再生のために、キューからの少なく
とも１つのメディアアイテムのインジケーションを要求してもよい。その後、メディア再
生システムは、（ｉ）特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムと（ｉｉ）１つ又は
複数のメディアアイテムのそれぞれのソースとを示すデータを受信してもよい。ある例で
は、メディア再生システムは、それぞれのソースから１つ又は複数のメディアアイテムの
うちの少なくとも１つを取得して、例えばその少なくとも１つのメディアアイテムを再生
してもよい。
【０１１８】
　１つ又は複数のメディアアイテムのそれぞれのソースを示すデータの受信は、メディア
アイテムの取得に使用されうるそれぞれの識別子を受信することを含んでもよい。例えば
、上述したように、ある例において、メディアアイテムのキュー内の各メディアアイテム
は、固有の識別子を割り当てられていてもよい。固有の識別子は、ユー・アール・アイ（
ＵＲＩ）、ユー・アール・エル（ＵＲＬ）、又はデバイスによって使用可能な他の識別子
であってもよい。これらによって、ローカルオーディオコンテンツソース又はネットワー
クオーディオコンテンツソースから、オーディオアイテムを見つけおよび／又は取り出し
て、エンティティによって再生することができる。
【０１１９】
　ある例では、方法は、取得された認可トークンが期限切れになったことを示すインジケ
ーションを受信することを含んでも良く、リモートサーバ内のメディアアイテムのキュー
へのアクセスがメディア再生システムから断たれてもよい。上述したように、ある例では
、認可トークンは、所定のセッション期間中だけ、特定キューへのアクセスを許可しても
よい。よって、認可トークンの有効期限が、ある状態の発生に基づいて、切れてもよい。
例えば、いくつかある例の中でも特に、所定の継続時間後、アクセス回数が閾値に達した
後、キューの再生継続時間が閾値に達した後、又はキュー内のメディアアイテムの再生数
が閾値に達した後に、認可トークンの有効期限が切れてもよい。ある例では、リモートサ
ーバは、例えば上記状態のうちの一つを検出することによって、認可トークンの有効期限
が切れたと判断してもよい。それから、リモートサーバは、取得された認可トークンの有
効期限が切れたことを示すインジケーションを送信してもよい。そして、メディア再生シ
ステムは、そのインジケーションを受信してもよい。
【０１２０】
　ある状況において、認可トークンは、有効期限が切れるのではなくて、更新されてもよ
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い。例えば、リモートサーバは、特定キューの再生が更新のための少なくとも一つの条件
を満たしたと判断して、そのような判断に基づいて認可トークンを更新してもよい。更新
のための例示的な条件は、特定キューの再生期間が閾値を超えたこと、又は特定キューの
再生が所定セッションの割合の閾値を超えた（例えば、メディアアイテムの再生数が閾値
に達した）ことであってもよい。ある例では、メディア再生システムは、メディア再生シ
ステムによる、所定のセッション中のキュー内のメディアアイテムの再生に基づいて、受
信した認可トークンの更新要求をリモートサーバに送信してもよい。メディア再生システ
ムは、セッション中に特定キューの再生を示す再生データを送信してもよい。リモートキ
ューは、その再生データから、特定キューの再生が更新のための少なくとも１つの条件を
満たしたかどうかを判断してもよい。メディア再生システムが更新された認可トークンを
取得する資格がある場合、メディア再生システムは更新された認可トークンを受信しても
よい。更新された認可トークンは、メディア再生システムを認証して、所定セッションの
第２の期間、又は別の適当な期間、例えばより短い期間の、リモートサーバ内のキューへ
のアクセスを可能にする。
【０１２１】
ＩＶ．認可トークンに基づくクラウドキューへのアクセス制御の例示的な技術
　上述したように、本明細書に記載の実施形態は、認可トークンに基づいてクラウドキュ
ーを制御する及び／又はクラウドキューにアクセスするステップを含む。図９は、リモー
トサーバが、種々のメディア再生システムによるクラウドキューへのアクセスを制御する
例示的な方法を示している。
【０１２２】
ａ．認可トークンとキューへのアクセス要求の受信
　図９において、方法は、認可トークンと特定キューへのアクセス要求とを受信するステ
ップを含む（ブロック９０２）。例えば、コンピュータシステム（例えば、リモートサー
バ）は、ネットワークインタフェースを介して、（ｉ）特定のメディア再生システムに関
連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）メディア再生システムから遠く離れたところ
にあるメディアアイテムのキュー（例えばコンピュータシステムによって保持されている
）へのメディア再生システムによるアクセス要求とを受信する。
【０１２３】
　コンピュータサーバは、種々のエンティティによって操作されうる。例えば、種々のエ
ンティティに応じて、あるエンティティがクラウドキューへのアクセスを制御する任務を
受ける。一例において、クラウドキューサービス６０６のリモートサーバが、システムを
通信可能に接続する１つ又は複数のネットワーク上で、認可トークンとメディア再生シス
テム６１０からのアクセス要求とを受信してもよい。別の例では、ストリーミングオーデ
ィオサービス６０２のリモートサーバが、システムを通信可能に接続する１つ又は複数の
ネットワーク上で、認可トークンとメディア再生システム６１０からのアクセス要求とを
受信してもよい。別の例では、サーバは、クラウドキューへのアクセスを制御しているエ
ンティティの代わりに、クラウドホスティングプロバイダによって操作されてもよい。受
信された認可トークンは、上記で提供された例示的な認可トークンのうちのいずれかの形
態を取ってもよいし、別の適当な認可トークンの形態を取ってもよい。
【０１２４】
　上述したように、エンティティは、キューに関するオペレーションを実行しようとする
ときに、クラウドキューを保持しているコンピュータシステムに認可トークンを提供して
もよい。エンティティがオペレーションの実行を認可されていること、及び認可トークン
が有効であることをその認可トークンが示している場合は、コンピュータシステムはオペ
レーションが実行されることを可能にし、そのオペレーションを実行してもよい。ある例
では、エンティティは、認可トークンとアクセス要求を同一のメッセージ内で提供しても
よい。これに代えて、エンティティは、認可トークンとアクセス要求とを別個のメッセー
ジで提供してもよい。
【０１２５】
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　上述したように、クラウドキューへのアクセスは、いくつかある例の中でも特に、クラ
ウドキューの表示、クラウドキューの再生、又はクラウドキューの編集を含んでもよい。
従って、ある例では、アクセス要求を受信することは、表示のために１つ又は複数のメデ
ィアアイテムのインジケーションの要求を受信することを含んでもよい。別の例では、ア
クセス要求を受信することは、再生のために１つ又は複数のメディアアイテムのインジケ
ーションの要求を受信することを含んでもよい。さらなる例では、受信された認可トーク
ンは、キューの編集（例えば、アイテムをキューに追加すること、アイテムをキューから
削除すること、又はキュー内でアイテムを並べ換えること）を許可してもよい。このよう
な認可トークンと共に、アクセス要求を受信することは、キューの編集要求を受信するこ
とを含んでもよい。
【０１２６】
　認可トークンをエンティティとオペレーションに関連付けるデータは、ある状況に基づ
いて更新されてもよい。例えば、データは、認可されたデバイス（例えば、デバイスがデ
ータを更新することを認可する認可トークンを持っているデバイス）からの要求に基づい
て更新されてもよい。これに代えて、データは、登録手順の一環として更新されてもよい
。例えば、データは、新しいメディア再生システム又はデバイスが登録される（例えば、
特定のユーザアカウントに関連付けられる）ときに、更新されてもよい。別の例では、デ
ータは、ストリーミングオーディオサービスなどの新しいコンテンツソースが登録される
ときに、更新されてもよい。
【０１２７】
　上述したように、認可トークンは、限られた期間だけ、キューへのアクセスを許可して
もよい。例えば、受信された認可トークンが、所定のセッションの期間中、キューへのア
クセスを許可してもよい。従って、ある例では、キューへのアクセス要求は、所定のセッ
ションの期間中（例えば、セッションの残りの時間中）のキューへのアクセス要求を含ん
でもよい。
【０１２８】
ｂ．認可トークンが認証するキューへのアクセスの決定
　方法は、認可トークンが認証するキューへのアクセスを決定するステップを含む（ブロ
ック９０４）。例えば、コンピュータシステムは、付与される各認可トークンが提供する
アクセスを示すデータへのアクセス権を保持又は所有していてもよい。コンピュータシス
テムは、そのようなデータに基づいて、受信された認可トークンが提供するキューへのア
クセスを決定してもよい。データは、データベースの形式を取ってもよい。
【０１２９】
　認可トークンが認証するキューへのアクセスを決定するステップは、認可トークンがア
クセスを提供するクラウドキューを識別することを含む。上述したように、各認可トーク
ンは、１つ又は複数の特定キューに対応してもよい。コンピュータシステムは、各認可ト
ークンを１つ又は複数の特定キューに関連付けるデータへのアクセス権を保持又は所有し
ていてもよい。コンピュータシステムは、認可トークンがアクセスを提供するクラウドキ
ューを識別する際に、そのデータを参照してもよい。
【０１３０】
　ある実施形態において、認可トークンが認証するキューへのアクセスを決定するステッ
プは、認可トークンがエンティティを認証することによって実行される１つ又は複数のオ
ペレーションを決定することを含んでもよい。クラウドキューへのアクセスは、クラウド
キューに関して実行されうる規定のオペレーションセットの形式を取ってもよい。上述し
たように、各オペレーションは、エンティティ（例えば、メディア再生システム）からリ
モートサーバに送信される要求を含んでもよい。要求が認可される場合は、リモートサー
バはその要求を実行してもよい。ある例では、オペレーションは、アプリケーション・プ
ログラミング・インタフェース（ＡＰＩ）又は別の適当な定義によって、定義されてもよ
い。
【０１３１】
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　オペレーションは、アクセスの種類に基づいて異なるカテゴリに分けられてもよい。例
えば、表示に関わるオペレーション、表示のためのクラウドキューからのメディアアイテ
ムの要求などは、表示オペレーションとして分類されてもよい。別の例では、キューの編
集に関わるオペレーション、例えば、メディアアイテムをキューに追加すること、メディ
アアイテムをキューから削除すること、又はキュー内でメディアアイテムを並べ換えるこ
とは、編集オペレーションとして分類されてもよい。オペレーションの別のカテゴリは、
再生オペレーションであってもよい。再生オペレーションは、キューの再生に関わるオペ
レーションを含んでもよい。ある例では、このようなカテゴリは、認可トークンが認証す
るキューへのアクセスの決定において使用されてもよい。例えば、コンピュータシステム
は、認可トークンが認可するオペレーションのカテゴリを決定してもよい。
【０１３２】
　ある実施形態では、オペレーションは、互いに異なる２つ以上のアクセスレベルに分け
られてもよい。例えば、オペレーションは、オペレーションのフルセットを含む「フルア
クセス」と、オペレーションの一部を含む「パーシャルアクセス」とに分けられてもよい
。別の例では、各レベルは、特定カテゴリのオペレーションを含んでもよい。例えば、第
１のレベルは編集と表示のカテゴリを含み、別のレベルは再生と表示のカテゴリを含む。
このような実施形態において、所定の認可トークンは、エンティティが所定レベル内のオ
ペレーションを実行することを認可してもよい。
【０１３３】
　上述したように、ある例において、認可トークンは、有効性の期間を持ってもよい。例
えば、認可トークンは、所定のセッションの期間中、有効であってもよい。このような場
合、認可トークンが認証するキューへのアクセスを決定するステップは、認可トークンが
まだ有効であるかどうか、又は認可トークンの有効期限が切れたかどうかを決定すること
を含んでもよい。認可トークンの期限切れにより、キューへのアクセスが断たれてもよい
。例えば、有効期限が切れた認可トークンは、キューへのアクセスを提供しなくてもよい
、又は認可トークンが有効であったときと比較して限られたアクセスを提供してもよい。
例えば、あるトークンは、有効期間中、再生と表示のオペレーションを認可し、一方、期
限切れの後は、表示オペレーションのみを認可してもよい、又は全てのオペレーションを
認可しなくてもよい。
【０１３４】
ｃ．認可トークンが認証するアクセスの提供
　方法は、認可トークンが認証するアクセスを提供するステップを含む（ブロック９０６
）。認可トークンが要求を認可する場合、認可トークンが示すアクセスの提供は、メディ
ア再生システムによる受信したアクセス要求を実行することを含んでもよい。例えば、コ
ンピュータシステムは、アクセス要求に示されたオペレーションの種類に従って、キュー
の表示、再生、又は編集に関わるオペレーションを実行することにより、キュー内のメデ
ィアアイテムへのアクセスを提供してもよい。
【０１３５】
　ある例では、認可トークンの有効期限が切れてもよい。この場合、認可トークンが認証
するアクセスをメディア再生システムに提供するステップは、認可トークンの有効期限が
切れて、リモートサーバ内のメディアアイテムのキューへのアクセスが断たれる又は制限
されることを示すインジケーションをメディア再生システムに送信することを含んでもよ
い。このようなメッセージに基づいて、メディア再生システムは、キューに関する特定の
オペレーションを制限してもよい。例えば、メディア再生システムの制御デバイスは、グ
ラフィカルインタフェースにクラウドキューへのアクセスが断たれていることを示すイン
ジケーションを表示させてもよいし、断たれたアクセスを必要とする特定の制御を無効に
してもよい。
【０１３６】
　ある例では、方法は、さらに、エンティティ（例えば、メディア再生システム又はデバ
イス）に認可トークンを提供するステップを含んでもよい。コンピュータシステムは、キ
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ューへのアクセスを提供する前に、例えばセッションの始めに、認可トークンを提供して
もよい。ある例では、コンピュータシステムは、エンティティがメディアアイテムの特定
キュー（又は特定キューのグループ）にアクセスすることを認可する認可トークンの要求
を受信してもよい（エンティティは、例えば、その要求を送信するエンティティであり、
メディア再生システムのデバイスであってもよい）。コンピュータシステムは、１つ又は
複数の認証情報、例えばアカウントのユーザ名とパスワードを受信してもよい。それらの
認証情報は、要求しているエンティティが認可されて、要求された認可トークンを提供さ
れることを決定するのに使用されうる。要求が認可されたと決定したとき、コンピュータ
システムは、要求された認可トークンをエンティティに送信してもよい。言い換えると、
コンピュータデバイスは、要求された認可トークンとアクセス権を送信してもよい。
【０１３７】
　ある実施形態において、コンピュータシステムは、所定のセッションのインジケーショ
ンと、その所定のセッションの期間中にエンティティを認証する認可トークンの要求とを
受信してもよい。それから、コンピュータシステムは、エンティティによって提供された
１つ又は複数の認証情報に基づいて、そのような認可トークンをエンティティに送信して
もよい。それから、コンピュータシステムは、認可トークンの有効期限が切れるまで、エ
ンティティがキューにアクセスできるようにしてもよい。
【０１３８】
　上述したように、ある例において、認可トークンは、１つ又は複数の状況に基づいて、
有効期限が切れた後に更新されてもよい。例えば、コンピュータシステムは、要求を受信
して、受信した認可トークンを更新してもよい。また、コンピュータシステムは、再生履
歴データを受信してもよい。コンピュータシステムは、その再生履歴データを使用して、
認可トークンが更新可能であるかどうかを判断してもよい。例えば、再生履歴データは、
所定のセッション中のキュー内のメディアアイテムの再生履歴を示してもよい。そして、
コンピュータシステムは、受信した再生履歴に基づいて、所定のセッション中のキュー内
のメディアアイテムの再生が、認可トークンの更新のための閾値を超えたことを決定して
もよい。このような状況に基づいて、コンピュータシステムは、メディア再生システムを
認証する更新後の認可トークンをエンティティに送信して、さらなる時間、例えば所定の
セッションの第２の期間の、リモートサーバ内のキューへのアクセスを可能にしてもよい
。
【０１３９】
V．アクセス制御レベルを提供する例示的な技術
　上述したように、本明細書に記載の実施形態は、さまざまなレベルのアクセスをクラウ
ドキューに提供するステップを含んでもよい。図１０は、２つ以上のエンティティにさま
ざまなレベルのアクセスを提供する例示的な方法を示している。
【０１４０】
ａ．キューへのアクセス要求の受信
　方法１０００は、メディアアイテムのキューに対する１つ又は複数のアクセス要求を受
信するステップを含む（ブロック１００２）。例えば、コンピュータシステムは、第１の
メディア再生システムから、メディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信してもよ
い。また、コンピュータシステムは、第２のメディア再生システムから、メディアアイテ
ムのキューへのアクセス要求を受信してもよい。コンピュータシステムは、ネットワーク
インタフェースを介して、１つ又は複数のネットワーク上で、要求を受信してもよい。一
例として、クラウドキューサービス６０６などのクラウドサービスのリモートサーバは、
メディア再生システム６１０とメディア再生６１２からそれぞれクラウドキューへのアク
セス要求を受信してもよい。
【０１４１】
　ある実施形態において、各アクセス要求は、クラウドキューに関する１つ又は複数のオ
ペレーションの実行の要求を含んでもよい。オペレーションは、アクセス要求の送信又は
受信に関連する上述した例示的な種類のオペレーションのいずれかを含んでもよい。例え
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ば、アクセス要求は、いくつかある例の中でも特に、クラウドキューの表示、クラウドキ
ューの再生、又はクラウドキューの編集に関わるオペレーションを実行する要求を含んで
もよい。
【０１４２】
　ある実施形態において、アクセス要求は、コンピュータシステムがキューへのアクセス
を認可するメカニズムを含んでもよい。例えば、各アクセス要求は、認可トークンを含ん
でもよい。これに代えて、各アクセス要求は、１つ又は複数の認証情報を含んでもよい。
【０１４３】
ｂ．キューへのアクセスの許可
　方法は、キューへのアクセスを許可するステップを含む（ブロック１００４）。例えば
、コンピュータシステムは、第１のメディア再生システムへの第１の種類のアクセスを許
可しても良く、第２のメディア再生システムへの第２の種類のアクセスを許可してもよい
。上述したように、クラウドキューへのアクセスは、クラウドキューに関して実行可能な
規定のオペレーションセットを含んでもよい。アクセスを許可するステップは、メディア
再生システムが、キューに関して特定のオペレーションを実行することを認可することを
含んでもよい。上述したように、メディア再生システムは、アクセスしようとしているク
ラウドキューへのアクセス権を保持又は所有しているコンピュータシステムに、ネットワ
ークインタフェースを介して、キューのオペレーションについての要求を送信することに
よって、そのオペレーションを実行してもよい。
【０１４４】
　各種類のアクセスは、異なるレベルのアクセスを提供してもよい。例えば、第２の種類
のアクセスは、「フルアクセス」を提供してもよい。「フルアクセス」は、クラウドキュ
ーに関するフルセットのオペレーションの実行の認可を含んでもよい。第１の種類のアク
セスは、「パーシャルアクセス」を提供してもよい。「パーシャルアクセス」は、一部の
オペレーションの実行を認可することを含んでもよい。これに代えて、第１の種類のアク
セスは、エンティティが第１のオペレーションサブセットを実行することを認可しても良
く、第２の種類のアクセスは、エンティティが第２のオペレーションサブセットを実行す
ることを認可してもよい。第１のオペレーションサブセットと第２のオペレーションサブ
セットは、同一のオペレーションをいくつか含んでもよいけれども、互いに異なるもので
ある。すなわち、第１のオペレーションサブセットと第２のオペレーションサブセットは
、同一のオペレーションの全てを含まない。
【０１４５】
　上述したように、オペレーションは、異なるカテゴリに分けられてもよい。例えば、表
示に関わるオペレーション、表示のためのクラウドキューからのメディアアイテムの要求
などは、表示オペレーションとして分類されてもよい。別の例では、キューの編集に関わ
るオペレーション、例えば、メディアアイテムをキューに追加すること、メディアアイテ
ムをキューから削除すること、又はキュー内でメディアアイテムを並べ換えることは、編
集オペレーションとして分類されてもよい。オペレーションの別のカテゴリは、再生オペ
レーションであってもよい。再生オペレーションは、キューの再生に関わるオペレーショ
ンを含んでもよい。ある例では、各種類のアクセスは、特定カテゴリのオペレーションの
実行を認可することを含んでもよい。例えば、第２の種類のアクセスは、編集カテゴリ及
び表示カテゴリのオペレーションの実行を認可されても良く、第１の種類のアクセスは、
再生カテゴリ及び表示カテゴリのオペレーションの実行を認可されてもよい。
【０１４６】
　ある例では、アクセスの種類は、それぞれの認可（又はその欠如）により、区別されて
も良く、現在再生中のクラウドキュー内のメディアアイテムを制御してもよいし、及び／
又はクラウドキューのそのメディアアイテムを再生するか又は一時停止するかを制御して
もよい。メディア再生システムは、種々の転送制御に対応する要求を送信することによっ
て、現在再生中のクラウドキュー内のメディアアイテムを制御してもよい。例えば、メデ
ィア再生システムは、いくつかある例の中でも特に、再生、一時停止、キュー内の次のメ
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ディアアイテムへのスキップ、キュー内の前のメディアアイテムへのスキップ、キュー内
の特定のメディアアイテム（又は位置）へのジャンプについての要求をリモートサーバに
送信してもよい。ある実施形態において、第２の種類のアクセス権を付与されたメディア
再生システムは、フルセットの転送機能の実行を認可されても良く、第１の種類のアクセ
ス権を付与されたメディア再生システムは、一部の転送機能の実行を認可されてもよい。
例えば、第１の種類のアクセスは、再生と一時停止を認可しても良く、現在再生中のメデ
ィアアイテムを変更する（例えば、スキップする又はジャンプする）ようなトランスポー
ト機能については認可しなくてもよい。
【０１４７】
　ある例では、「再生ヘッド」インジケータは、例えば、キュー内の特定の位置を参照す
ることによって、現在再生中のキュー内のメディアアイテムを指し示してもよい。例えば
、図７を参照し、歌Ｅが現在再生中のメディアアイテムであるとした場合、再生ヘッドイ
ンジケータは、位置５を参照することによって、歌Ｅを指し示してもよい。コンピュータ
システムは、再生ヘッドを示すデータへのアクセス権を保持又は所有してもよい。キュー
の再生は、再生ヘッドによって示されるメディアアイテムについて行われてもよい。現在
再生中のメディアアイテムに作用するオペレーションは、再生ヘッドによって示される位
置を変更しても良く、次々に現在再生中のメディアアイテムに作用してもよい。
【０１４８】
　上述したように、メディア再生システムは、例えば１つ又は複数の再生デバイスによっ
て、クラウドキューを再生してもよい。さらに、２つ以上のメディア再生システムが、ク
ラウドキューを同期再生して、共同リスニング体験を提供してもよい。ある例では、第２
の種類のアクセスが、現在再生中のクラウドキュー内のメディアアイテムの制御の認可を
含んでもよい。これに応じて、第２の種類のアクセス権を付与されているメディア再生シ
ステムは、現在再生中のクラウドキュー内のメディアアイテムの変更を要求しても良く、
クラウドキューを現在再生している別のメディア再生システムのために現在再生中のメデ
ィアアイテムを変更してもよい。
【０１４９】
　よって、現在再生中のクラウドキュー内のメディアアイテムの変更を認可されたメディ
ア再生システムは、「ＤＪ」メディア再生システムと呼ばれてもよい。第１の種類のアク
セス権を付与されているメディア再生システムは、現在再生中のメディアアイテムの変更
を認可されなくても良く、この場合「リスナー」と呼ばれてもよい。ある再生モードにお
いて、ＤＪメディア再生システムは、現在再生中のメディアアイテムを制御することによ
って、再生するクラウドキュー内のメディアアイテムを制御してもよい。「リスナー」の
メディア再生システムは、ＤＪメディア再生システムによって設定された再生順序に「従
って」もよい。
【０１５０】
　図１１は、リモートサーバ１１０２を含む例示的な環境１１００を示している。リモー
トサーバ１１０２は、クラウドキュー１１１２を含む。リモートサーバ１１０２は、１つ
又は複数のネットワーク１１１０により、メディア再生システム１１０４、メディア再生
システム１１０６、及びメディア再生システム１１０８に接続されている。１つ又は複数
のネットワーク１１１０は、インターネットなどの１つ又は複数のワイドエリアネットワ
ークと、１つ又は複数のローカルエリアネットワークとを含んでもよい。一例において、
リモートサーバ１１０２は、メディア再生システム１１０４に第２の種類のアクセス権を
付与してもよい。この例において、第２の種類のアクセスは、メディア再生システム１１
０４がクラウドキュー１１１２内の現在再生中のメディアアイテムを変更すること（すな
わち、「ＤＪ」）を許可しても良く、例えば、アイテムを挿入する、削除する、又は並べ
換えることによって、キューを編集することを許可してもよい。
【０１５１】
　リモートサーバ１１０２は、第１の種類のアクセス権をメディア再生システム１１０６
、１１０８に付与してもよい。第１の種類のアクセスは、例えば、メディア再生システム
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１１０２（ＤＪ）によって管理されているクラウドキュー１１１２の再生を許可してもよ
い。例えば、メディア再生システム１１０４は、再生ヘッドの位置を変更する又は設定す
ることによって、図示されているような、キュー１１１２の現在のメディアアイテムを位
置３の歌Ｃに設定してもよい。メディア再生システム１１０６及び／又はメディア再生シ
ステム１１０８は、第１の種類のアクセスに従ってキュー１１１２にアクセスしてもよい
。上述したように、これは、メディア再生システム１１０４によって管理されているキュ
ー１１１２を再生することを含んでもよい。キュー１１１２又はメディア再生システム１
１０４が現在再生中のメディアアイテムに対して行われる変更は、リモートサーバ１１０
２を介して、メディア再生システム１１０６、１１０８に伝搬されてもよい。例えば、メ
ディア再生システム１１０４は、再生ヘッドをキュー１１１２の第１の位置からキュー１
１１２の第２の位置へと変更する（例えば、キュー内の次のメディアアイテムへと前方に
スキップする）要求を送信してもよい。リモートサーバ１１０２は、その要求を受信する
と、メディア再生システム１１０４に付与されているアクセス権が、そのシステムが要求
されたアクションを実行することを認可していると判断して、それから、その要求を実行
してもよい。リモートサーバ１１０２は、例えば、現在再生中の新たなメディアアイテム
のインジケーションをメディア再生システム１１０６、１１０８に送信することによって
、メディア再生システム１１０６、１１０８のそれぞれの再生デバイスに、第２の位置に
対応するメディアアイテムを再生させてもよい。
【０１５２】
　方法は、さらに、要求しているエンティティがキューへのアクセスを認可されているか
どうかを判断するステップを含んでもよい。例えば、コンピュータシステムは、受信した
認可トークン又は認証情報が、エンティティによって要求されたアクセス権がそのエンテ
ィティに付与されることを認可しているかどうかを判断してもよい。コンピュータシステ
ムは、その判断に基づいて、アクセス権を付与してもよい（又はアクセス権を付与しなく
てもよい）。
【０１５３】
　方法は、さらに、どのメディア再生システムがどの種類のアクセス権を付与されるかを
決定するステップを含んでもよい。上述したように、ある例では、第２の種類のアクセス
は、第１の種類のアクセスよりもキューに対するより多くのオペレーションを認可しても
よい（例えば、実行されうるフルセットのオペレーションへのアクセスであってもよい）
。これに代えて、第２の種類のアクセスは、第１の種類のアクセスよりもキューに対する
より多くの制御量を含むオペレーションを認可してもよい（例えば、再生オペレーション
及び／又は表示オペレーションと比較して、編集オペレーションの実行を認可してもよい
）。これに応じて、ある実施形態は、このようなアクセス権を付与されるメディア再生シ
ステムを制限してもよい。
【０１５４】
　ある実施形態において、各種類のアクセスは、限られた数のメディア再生システムに制
限されてもよい。例えば、第２の種類のアクセスは、１つのメディア再生システムに制限
されてもよい。このような場合、コンピュータシステムは、メディア再生システムに特定
種類のアクセス権を付与する要求を受信したときに、メディア再生システムへのその種類
のアクセス権の付与が、メディア再生システムの数の閾値を超えたかどうかを判断しても
よい。閾値を超えていれば、コンピュータシステムは、特定種類のアクセス権をメディア
再生システムに付与する要求を拒否して、例えば、要求したメディア再生システムにその
拒否のインジケーションを送信してもよい。
【０１５５】
　ある例では、コンピュータシステムは、特定のクラウドキューにアクセスしているメデ
ィア再生システム間でアクセスの種類を循環させてもよい。このような例において、各メ
ディア再生システムは、限られた期間だけ、第２の種類のアクセス権を付与されても良く
、他の時間において第２の種類のアクセス権を付与されてもよい。例えば、図１１のＤＪ
の例を参照すると、メディア再生システム１１０４、１１０６、１１０８は、３０分（又
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は別の適当な期間）毎にＤＪとしての行動を交代してもよい。コンピュータシステムは、
動作中、第１のメディア再生システムが第２の種類のアクセス権を付与されている期間が
閾値に達したことを検出しても良く、そのような検出に基づいて、第２のメディア再生シ
ステムに第２の種類のアクセス権を付与して、第１のメディア再生システムには第１の種
類のアクセス権を付与してもよい。
【０１５６】
　ある場合には、各メディア再生システムに付与されるアクセス権の種類は、それぞれの
メディア再生システムに関連付けられているユーザアカウントに基づいてもよい。このよ
うな実施形態において、ユーザアカウントがログインされている（又は関連付けられてい
る）メディア再生システムは、ユーザアカウントに付与されているアクセス権を付与され
てもよい。特定のユーザアカウントが、複数のメディア再生システムに関連付けられてい
ても良く、複数のメディア再生システムは、ユーザアカウントに付与されているアクセス
権を所有してもよい。
【０１５７】
　ある実施形態において、コンピュータシステムは、初めて特定のクラウドキューにアク
セスしているメディア再生システム（又はユーザアカウント）に特定種類のアクセス権を
付与してもよい。例えば、特定のクラウドキューへのアクセス権をエンティティに付与す
る第１の例において、コンピュータシステムは、そのエンティティに第２の種類のアクセ
ス（例えば、フルアクセス）権を限られた期間（例えば、絶対時間の限られた期間、又は
再生時間の限られた期間）だけ付与してもよい。例えば、コンピュータシステムは、動作
中、キューへのアクセス要求を第３のメディア再生システムから受信すると、その要求が
第３のメディア再生システムからの第１の例の要求であることを決定して、そのような決
定に基づいて、第３のメディア再生システムに第２の種類のアクセス（例えば、フルアク
セス）権を付与してもよい。
【０１５８】
　複数の例において、いくつかの種類のアクセスは、あるエンティティが、特定種類のア
クセスが別のエンティティに付与されることを要求することを許可してもよい。例えば、
第２の種類のアクセス権を所有しているメディア再生システムは、別のメディア再生シス
テム（例えば、第１の種類のアクセスを所有しているメディア再生システム）に第２の種
類のアクセス権を付与することを認可されてもよい。コンピュータシステムは、動作中、
第２のメディア再生システムから、特定種類のアクセスを特定のメディア再生システムに
付与する要求を受信すると、第２のメディア再生システムに付与されているアクセス権の
種類が、第２のメディア再生システムによる特定種類のアクセス権の付与を認可すること
を決定して、そのような決定に基づいて、第２の種類のアクセス権を特定のメディア再生
システムに付与してもよい。
【０１５９】
　このような例において、エンティティに付与されるアクセス権の種類は、クラウドキュ
ーを生成したエンティティに基づいてもよい。例えば、特定のユーザアカウントに関連付
けられているデバイスは、クラウドキューの構築要求をコンピュータシステムに送信して
もよい。コンピュータシステムは、クラウドキューを構築することによって、その要求を
実行してもよく、構築したクラウドキューに基づいて、ユーザアカウントに第２の種類の
アクセス権を付与してもよい。クラウドキューにアクセスする別のユーザアカウントが、
第２の種類のアクセス権を付与されてもよい。各エンティティに付与されるアクセス権の
種類は、上述したように、例えば、特定の条件に基づいて、変更されてもよい。
【０１６０】
ｃ．アクセスのインジケーションの提供
　方法は、アクセスのインジケーションを提供するステップを含む（ブロック１００６）
。コンピュータシステムは、第１のメディア再生システムが第１の種類のアクセスによっ
て認可されているキューにアクセス可能であることを示すインジケーションを提供しても
良く、第２のメディア再生システムが第２の種類のアクセスによって認可されているキュ
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ーにアクセス可能であることを示すインジケーションを提供してもよい。
【０１６１】
　ある場合において、コンピュータシステムは、メディア再生システムが特定の種類のア
クセス権を付与されていることを示すメッセージを送信することによって、その特定の種
類のアクセスによって認可されているキューにアクセス可能であることを示してもよい。
例えば、コンピュータシステムは、１つ又は複数のネットワーク上で、それぞれのメッセ
ージを各メディア再生システムに送信してもよい。メッセージを受信した後、コンピュー
タシステムは、付与されているアクセス権に従って、キューにアクセスする要求を送信し
てもよい。
【０１６２】
　別の場合において、コンピュータシステムは、メディア再生システムの要求に応じてコ
ンピュータシステムが実行した要求のインジケーションを送信することによって、メディ
ア再生システムが特定の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス可能で
あることを示してもよい。例えば、コンピュータシステムは、第１のメディア再生システ
ムからキューの再生要求を受信して、第１のメディア再生システムに付与されている第１
の種類のアクセス権が第１のメディア再生システムがキューを再生することを認可するこ
とを決定して、キューの１つ又は複数のメディアアイテムを示すデータを第１のメディア
再生システムに送信してもよい。いくつかの事例において、コンピュータシステムは、第
１のメディア再生システムによって再生可能な１つ又は複数のメディアアイテムのそれぞ
れのソースを示すデータを送信してもよい。
【０１６３】
ＶＩ．アクセス制御レベルに従ってキューにアクセスするための例示的な技術
　上述したように、本明細書に記載の実施形態は、クラウドキューへのさまざまなアクセ
スレベルを提供するステップを含んでもよい。図１２は、１つ又は複数のさまざまなアク
セスレベルを使用して、クラウドキューにアクセスする例示的な方法を示している。
【０１６４】
ａ．キューにアクセスするための要求の送信
　方法１２００は、メディアアイテムのキューへのアクセス要求を送信するステップを含
む（ブロック１２０２）。メディア再生システムのデバイス（例えば、制御デバイス又は
再生デバイス）は、メディアアイテムのクラウドキューへのアクセスを要求してもよい。
例えば、デバイスは、キュー内のメディアアイテムの再生、表示、又は編集の要求を、ク
ラウドキューへのアクセス権を保持又は所有しているコンピュータシステムに送信しても
よい。キューにアクセスするための多数の例が、この明細書内で提供されているけれども
、別の例も同様に可能である。例えば、アクセス要求は、認可トークンを含んでもよい。
【０１６５】
ｂ．キューに対するアクセスのインジケーションの受信
　方法は、キューへのアクセスのインジケーションを受信するステップを含む（ブロック
１２０４）。例えば、デバイスは、メディア再生システム（又はデバイス）が特定種類の
アクセスによって（例えば、いくつかある例の中でも特に、ユーザアカウント、特定デバ
イス又はデバイスの種類、又は認可トークンに基づいて）認可されているキューにアクセ
ス可能であることを示すインジケーションを受信してもよい。上述したように、クラウド
キューに対して複数種類のアクセスが可能である。各種類のアクセスは、キューに関する
異なるオペレーションセットを許可してもよい。ある例では、デバイスは、メディア再生
システムが特定種類のアクセス権を付与されていることを示すメッセージを受信してもよ
い。これに代えて、デバイスは、メディア再生システムの代わりに、コンピュータシステ
ムが実行した要求のインジケーションを受信してもよい。別の例も同様に可能である。
【０１６６】
ｃ．キュー内のメディアアイテムのインジケーションの受信
　方法は、キューの１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを受信するステ
ップを含む（ブロック１２０６）。例えば、デバイスは、表示又は再生のために１つ又は
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複数のメディアアイテムのインジケーションを要求して、要求したインジケーションを受
信してもよい。これに代えて、デバイスは、キューに対する変更を要求して、変更後のキ
ュー内のメディアアイテムのインジケーションを受信してもよい。
【０１６７】
　上述したように、いくつかの事例において、キューへのアクセスは、キューの再生を含
んでもよい。さらに、いくつかの事例において、メディア再生システムは、キューの現在
のメディアアイテムを示す再生ヘッドに基づいて、クラウドキューを再生してもよい。再
生中、デバイス（例えば、再生デバイス）は、再生ヘッドのそれぞれの位置を示す１つ又
は複数のインジケーションを受信して、再生ヘッドに同期してキューの再生を開始しても
よい。上述したように、複数のメディア再生システムが、それぞれ、再生ヘッドに同期し
てキューを再生することにより、メディア再生システム間における共同リスニング体験を
容易にしてもよい。
【０１６８】
ＶＩＩ．クラウドキューの設定に従ってキューへのアクセスを制御するための例示的な技
術
　上述したように、本明細書に記載の実施形態は、クラウドキューのさまざまな設定又は
属性に基づいて、クラウドキューへのアクセスを制御するステップを含んでもよい。例示
的なコンピュータシステムは、複数のクラウドキューへのアクセス権を保持又は所有して
もよい。各クラウドキューは、デバイスによるそれぞれのクラウドキューへのアクセスを
制御する属性を持っている。図１３は、２つ以上のアクセスステータスを持つクラウドキ
ューを含む例示的な方法を示している。各アクセスステータスは、キューに関して実行が
許可される、異なるキューオペレーションセットを示すものである。
【０１６９】
ａ．キューを構築するための要求の受信
　方法１３００は、メディアアイテムのキューを構築するための要求を受信するステップ
を含む（ブロック１３０２）。例えば、コンピュータシステムは、メディア再生システム
から、メディアアイテムのクラウドキューを構築するための要求を受信してもよい。コン
ピュータシステムは、そのコンピュータシステム自身でクラウドキューを構築してもよい
し、そのコンピュータシステムが通信可能に接続されている別のコンピュータシステムに
クラウドキューを構築させてもよい。
【０１７０】
　構築されたクラウドキューは、ゼロ以上のメディアアイテムを含んでもよい。ある場合
では、コンピュータシステムは、１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを
受信して、構築されたクラウドキューに挿入してもよい。これに代えて、クラウドキュー
は、１つ又は複数のメディアアイテムを含むように構成されてもよいが、一つもメディア
アイテムを含まなくてもよい。
【０１７１】
　構築されたクラウドキューは、ユー・アール・アイ（ＵＲＩ）などの固有の識別子によ
って識別されることによって、コンピュータシステムがアクセス権を保持又は所有してい
る別のクラウドキューと区別されてもよい。クラウドキューに関して実行されるオペレー
ションは、固有の識別子を参照することによって、クラウドキューを参照してもよい。
【０１７２】
　図１４Ａは、１つ又は複数のネットワーク１４１０によって接続されているリモートサ
ーバ１４０２とメディア再生システム１４０４を含む、例示的な環境１４００を示してい
る。クラウドキューを構築するために、メディア再生システム１４０４は、ネットワーク
インタフェースを介して、１つ又は複数のネットワーク１４１０上で、リモートサーバ１
４０２においてクラウドキューを構築するための要求を送信してもよい。リモートサーバ
１４０２は、その要求を受信したときに、クラウドキュー１４１２を構築してもよい。
【０１７３】
　クラウドキュー１４１２が構築された後、メディア再生システムはクラウドキュー１４
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１２にアクセスしてもよい。再生デバイス及びメディア再生システムの制御デバイスなど
のコンピュータデバイスと、場合により別のコンピュータデバイスは、さまざまなオペレ
ーションにより、クラウドキューにアクセスしてもよい。クラウドキューに関して実行さ
れうる多くの例示的なオペレーションが本明細書に開示されているけれども、別の例も同
様に可能である。クラウドキューにアクセス可能なメディア再生システムは、アクセス権
を付与されたメディア再生システムを含んでもよい。上述したように、メディア再生シス
テム１１０２はクラウドキュー１４１２を構築したことによって、アクセス権を付与され
てもよい。キューへのアクセスは、クラウドキュー１４１２の全て又は一部に同期したロ
ーカルキュー１４１４を構築することを含んでもよい。
【０１７４】
　図１４Ｂは、例示的な環境１４００をさらに示している。環境１４００は、メディア再
生システム１４０２に加えて、一例として、メディア再生システム１４０６、１４０８を
含む。メディア再生システム１４０６、１４０８は、クラウドキュー１４１２にアクセス
していて、同様に、クラウドキュー１４１２のミラーであるローカルキュー１４１６、１
４１８をそれぞれ構築している。上述したように、いくつかの可能性のある特徴の中でも
特に、メディア再生システム１４０６、１４０８は、クラウドキュー１４１２にアクセス
して、クラウドキュー１４１２のメディアアイテムを同期再生してもよい。
【０１７５】
ｂ．キューに対しての第１のアクセスステータスの割り当て
　方法は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てるステップを含む（ブロック１
３０４）。例えば、コンピュータシステムは第１のアクセスステータスをクラウドキュー
に割り当ててもよい。アクセスステータスは、あるエンティティがキューに関して実行が
許可されているキューオペレーションセットを示してもよい。
【０１７６】
　ある場合では、第１のアクセスステータスは、新しく構築されたクラウドキューに一般
的に割り当てられる最初のアクセスステータスであってもよい。これに代えて、アクセス
ステータスは、新しく構築されたクラウドキューのために要求されたアクセスステータス
を含んでもよい。図１４Ａを参照すると、リモートサーバ１４０２は、第１のアクセスス
テータスをクラウドキュー１４１２に割り当ててもよい。
【０１７７】
　コンピュータシステムは、クラウドキューに現在割り当てられているアクセスステータ
スによって、クラウドキューへのアクセスを制御してもよい。例えば、第１のアクセスス
テータスは、少なくとも１つのメディア再生システムがキューに関する第１のキューオペ
レーションセットの実行を認可されていることを示してもよい。言い換えると、（例えば
、認証情報又は認可トークンによって）クラウドキューへのアクセスが認可されているエ
ンティティは、キューに第１のアクセスステータスが割り当てられている場合に、キュー
に関する第１のキューオペレーションセットの実行を認可されてもよい。
【０１７８】
　クラウドキューは、有限の可能性のあるアクセスステータスを持ってもよい。ある例で
は、アクセスステータスのセットは、第１のアクセスステータスと第２のアクセスステー
タスを含んでもよい。第１のアクセスステータスは、メディア再生システムが第１のオペ
レーションセットの実行を認可されていることを示してもよく、第２のアクセスステータ
スは、メディア再生システムが第２のオペレーションセットの実行を認可されていること
を示してもよい。第１のオペレーションセットと第２のオペレーションセットは、同一の
オペレーションのうちのいくつかを含んでもよいけれども、第１のオペレーションセット
と第２のオペレーションセットは互いに異なるものであって、同一のオペレーションセッ
トを含まない。
【０１７９】
　ある場合では、第１のキューオペレーションセットは、クラウドキューの再生を含んで
もよい（そして、第２のオペレーションセットは再生を含まなくてもよい）。メディア再
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生システムは、動作中、クラウドキューの再生を開始してもよい。例えば、図１４のメデ
ィア再生システム１４０４は、メディア再生システム１４０２の１つ又は複数の再生デバ
イス上で、クラウドキュー１４１２の再生を開始してもよい。リモートサーバ１４０２は
、メディア再生システム１４０４から、再生のためのキュー１４１２の１つ又は複数のメ
ディアアイテムのインジケーションの要求を受信してもよい。そのような要求は、ローカ
ルキュー１４１４をクラウドキュー１４１２に同期させるのに使用されてもよい。リモー
トサーバ１４０２は、キューが第１のアクセスステータスを割り当てられていることを決
定して、メディア再生システムがクラウドキュー１４１２の再生を認可されていることを
決定し、このような決定に基づいて、キューの１つ又は複数のメディアアイテムのインジ
ケーションをメディア再生システム１４０４に送信してもよいし、メディア再生システム
１１０４が１つ又は複数のメディアアイテムを読み出しうるソースのインジケーションを
送信してもよい。
【０１８０】
　ある例では、第１のキューオペレーションセットは、キューの変更を含んでもよい（そ
して、第２のキューオペレーションセットはキューの変更を含まなくてもよい）。図１４
のメディア再生システム１４０４は、要求をリモートサーバ１４０２に送信することによ
って、メディア再生システム１４０２の１つ又は複数の再生デバイス上で、クラウドキュ
ー１４１２を変更することを要求してもよい。例えば、リモートサーバ１４０２は、１つ
又は複数のさらなるメディアアイテムをキューに挿入することによるクラウドキュー１４
１２の変更の要求を受信してもよい。リモートサーバ１４０２は、キューが第１のアクセ
スステータスに割り当てられていることを決定して、メディア再生システムがキューの変
更を認可されていることを決定し、その決定に基づいて、要求に従ってキューを変更し、
１つ又は複数のさらなるメディアアイテムのインジケーションをメディア再生システム１
４０４（及び、例えばメディア再生システム１４０６、１４０８）に送信してもよい。
【０１８１】
　ある実施形態において、クラウドキューは有限の「寿命」を持ってもよい。クラウドキ
ューは、ある状況において有効期限が切れてもよい。このような実施形態において、第１
のアクセスステータスは、クラウドキューの有効期間中、クラウドキューに割り当てられ
てもよく、第２のアクセスステータスは「寿命の終了」に達した又は有効期限が切れたク
ラウドキューに割り当てられてもよい。
【０１８２】
ｃ．トリガーの検出
　方法は、キューのアクセスステータスの変更を示すトリガーを検出するステップを含む
（ブロック１３０６）。例えば、図１４Ｂのリモートサーバ１４０２は、クラウドキュー
１４１２のアクセスステータスの変更を示すトリガーを検出してもよい。上述したように
、ある実施形態において、クラウドキューは有限の「寿命」を持ってもよく、トリガーは
クラウドキューの「寿命の終了」を示してもよい。さまざまな実施形態において、トリガ
ーはさまざまな状況に対応してもよい。
【０１８３】
　ある実施形態において、トリガーは、継続時間の閾値に基づいて発生してもよい。例え
ば、トリガーは、特定の参照イベントからの経過時間の閾値に基づいて発生してもよい。
参照イベントは、キューの構築を含んでもよく、又は例えば、キューが再生された最新の
事例を含んでもよい。このような例において、トリガーの検出は、参照イベントが発生し
てから（例えば、キューが構築されてから）、継続時間の閾値が経過したことを決定する
ことを含んでもよい。これに代えて、クラウドキューは、寿命の終了に達する前に特定の
再生時間に制限されてもよい。例えば、トリガーの検出は、キューが再生されてからの継
続時間が閾値の期間を超えたことを決定することを含んでもよい。この例において、参照
イベントは、キューの再生開始を含んでもよい。
【０１８４】
　トリガーは、キューのアクセスの程度に関連した別の状況に基づいてもよい。例えば、
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トリガーの検出は、１つ又は複数のメディア再生システムが、機会の数の閾値より多く、
キュー内のメディアアイテムを再生したことを決定することを含んでもよい。これらの例
において、各メディアアイテムは、再生回数の特定の閾値に制限されてもよいし、又はキ
ューの複数のメディアアイテムは、総閾値（例えば、５００回の再生）に制限されてもよ
い。これに代えて、トリガーの検出は、閾値の数に相当するメディア再生システムがキュ
ーにアクセスしたことを決定することを含んでもよいし、又は例えば、キューのアクセス
が機会の数の閾値に達したことを決定することを含んでもよい。
【０１８５】
　ある場合には、トリガーは、クラウドキュー内のメディアアイテムのライセンス制限に
対応してもよい。コンピュータシステムは、キュー内の各メディアアイテムについてのそ
れぞれのライセンス制限を示すデータを受信してもよく、そのようなデータに基づいてト
リガーを特定してもよい。例えば、特定レーベルのメディアアイテムは、週５回の再生に
制限されてもよい。このような制限に従うために、コンピュータシステムは、そのような
閾値に達した後にキューのアクセスステータスを変更してもよい。
【０１８６】
ｄ．キューのアクセスステータスを第２のアクセスステータスに変更
　方法は、キューのアクセスステータスを第１のアクセスステータスから第２のアクセス
ステータスに変更するステップを含む（ブロック１３０８）。例えば、コンピュータシス
テムは、アクセスステータスの変更を示すトリガーの検出に基づいて（例えば、トリガー
を検出したときに）、アクセスステータスを変更してもよい。上述したように、第２のア
クセスステータスは、メディア再生システムが第２のキューオペレーションセットの実行
を認可されていることを示す。第２のオペレーションセットは、より少ないオペレーショ
ンを含んでもよいし、又はより小さな程度のアクセスを含むオペレーションを含んでもよ
い。
【０１８７】
　例えば、第２のオペレーションセットは、キューの再生を含んでもいいけれども、キュ
ーの変更を含まなくてもよい（第１のオペレーションセットには、キューの変更が含まれ
てもよい）。図１４Ｂを参照し、リモートサーバ１４０２は、クラウドキュー１４１２の
アクセスステータスを第１のアクセスステータスから第２のアクセスステータスに変更し
てもよい。その後、リモートサーバ１４０２は、メディア再生システム１４０４から、ク
ラウドキュー１４１２を変更する（例えば、１つ又は複数のさらなるメディアアイテムを
キューに追加する、キューからメディアアイテムを削除する、又はキュー内のメディアア
イテムを並べ換えることによる変更）要求を受信してもよい。リモートサーバ１４０２は
、クラウドキュー１４１２が第２のアクセスステータスに割り当てられていること、すな
わち、メディア再生システムがキューの変更を認可されていないことを決定してもよい。
そして、リモートサーバ１４０２は、クラウドキュー１４１２を変更するのではなくて、
メディア再生システムがキューの変更を認可されていないことを示すインジケーションを
メディア再生システム１４０４に送信してもよい。
【０１８８】
　別の例として、第２のオペレーションセットは、キューの一部の再生を含んでもよい。
例えば、キュー内のメディアアイテムのうちのいくつかが、ライセンス制限又は別の制限
によって、制限されていてもよく、その他のメディアアイテムは、制限されていなくても
よい。図示しているように、リモートサーバ１４０２は、メディア再生システム１４０６
から、再生のためにクラウドキュー１４１２から１つ又は複数のメディアアイテムのイン
ジケーションの要求を受信してもよい。リモートサーバ１４０２は、クラウドキュー１４
１２が第２のアクセスステータスを割り当てられていることを決定してもよい。第２のア
クセスステータスでは、メディア再生システムはキューのサブセットの再生を認可される
。リモートサーバ１４０２は、そのサブセットに含まれるメディアアイテムを特定しても
よく、特定したメディアアイテムのインジケーションをメディア再生システム１４０６に
送信してもよい。
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【０１８９】
　オペレーションの別の組み合わせも可能である。さらなる例として、第２のオペレーシ
ョンセットは、キューの表示を含んでもよく（そして、キューの再生又は変更を含まなく
てもよく）、キューは見ることにおいてのみ利用できる。上述したように、メディア再生
システムの制御デバイスは、グラフィカルインタフェースに、クラウドキューのインジケ
ーションを表示させてもよく、その表示にクラウドキュー内のメディアアイテムのインジ
ケーションを含んでもよく、さらに例えばメデイアアイテムの順序のインジケーションを
含んでもよい。このような表示は、いくつかのアクセスステータスにおいて認可されても
よいが、しかし残りのステータスにおいては認可されない。別の例として、第２のオペレ
ーションセットは再生を除外してもよい。
【０１９０】
ｅ．第２のアクセスステータスのインジケーションの送信
　方法は、第２のアクセスステータスのインジケーションをメディア再生システムに送信
するステップを含む（ブロック１３１０）。例えば、図１４Ｂを参照し、リモートサーバ
１４０２は、クラウドキュー１４１２の第２のアクセスステータスのインジケーションを
メディア再生システム１４０４（及び例えば、メディア再生システム１４０４、１４０８
）に送信してもよい。第２のアクセスステータスのインジケーションが受信されたときに
、クラウドキュー１４１２へのアクセスが第２のオペレーションセットに制限されてもよ
い。
【０１９１】
　ある場合には、第２のアクセスステータスのインジケーションを受信することによって
、クラウドキューのローカルコピーの削除（すなわち、除去）が行われてもよい。例えば
、リモートサーバ１４０２は、クラウドキュー１４１２の第２のアクセスステータスのイ
ンジケーションをメディア再生システム１４０４、１４０６、及び１４０８に送信しても
よく、これにより、ローカルキュー１４１４、１４１６、１４１８の削除が行われてもよ
い。より具体的には、インジケーションは、ローカルキューを除去させる命令を含んでも
よい。
【０１９２】
　ある場合には、第２のアクセスステータスのインジケーションは、要求されたオペレー
ションに基づいてもよい。例えば、オペレーションの実行の要求を受信したときに、コン
ピュータシステムは、割り当てられたキューのアクセスステータスがそのオペレーション
が認可されていることを示すかどうかを判断して、それに応じて、オペレーションの実行
の要求を許可又は拒否してもよい。要求を許可する場合、コンピュータシステムは、要求
されたオペレーションを実行して、そのオペレーションのインジケーションを要求したメ
ディア再生システムに送信してもよい。要求を拒否する場合、コンピュータシステムは、
そのようなオペレーションが認可されていないこと、又は例えば、キューがそのオペレー
ションが任意されていない特定のステータスに割り当てられていることを示すインジケー
ションを送信してもよい。
【０１９３】
　ある実施形態において、キューのアクセスステータスは、第２のアクセスステータスか
ら第１のアクセスステータスに戻されてもよい。例えば、特定の状況において、有効期限
が切れたクラウドキューを復活してもよい。キューのアクセスステータスが変更可能な場
合、メディア再生システムは、アクセスステータスが変更可能であることを示すインジケ
ーションを受信してもよい。そのメディア再生システムは、例えば、キューへのアクセス
を要求する入力データの検出に基づいて、アクセスステータスの変更を要求してもよい。
メディア再生システムは、そのような要求を受信したときに、例えば、上述したライセン
スデータに基づいて、その要求が認可されているかどうかを判断してもよく、そのオペレ
ーションが認可されている場合に、アクセスステータスを変更してもよい。
【０１９４】
ＶＩＩＩ．クラウドキューの設定に従ってローカルキューへのアクセスを制御するための
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例示的な技術
　上述したように、本明細書に記載の実施形態は、クラウドキューのさまざまな設定又は
属性に基づいて、クラウドキューへのアクセスを制御するステップを含んでもよい。図１
５は、２つ以上のアクセスステータスを有するクラウドキューに関わる例示的な方法１５
００を示している。各アクセスステータスは、クラウドキューに関連付けられているロー
カルキューに関しての実行が許可されているキューオペレーションの異なるセットを示す
。ローカルキューは、クラウドキューのローカルインスタンス（又はコピー）であっても
よい。
【０１９５】
ａ．キュー及びキューの第１のアクセスステータスのインジケーションの受信
　方法１５００は、メディアアイテムのキューのインジケーションと、そのキューが第１
のアクセスステータスを有することを示すインジケーションとを受信するステップを含む
（ブロック１５０２）。例えば、図１４Ｂを参照すると、メディア再生システム１４０４
のデバイス（例えば、例示的な再生デバイス２００又は制御デバイス３００）は、クラウ
ドキュー１４１２のインジケーションと、クラウドキュー１４１２が第１のアクセスステ
ータスを有することを示すインジケーションとを受信してもよい。上述したように、第１
のアクセスステータスは、再生デバイスが、上述したオペレーションのような第１のキュ
ーオペレーションセットの実行を認可されていることを示してもよい。
【０１９６】
ｂ．ローカルキューの構築
　方法は、ローカルキューを構築するステップを含む（ブロック１５０４）。例えば、メ
ディア再生システム１４０４の再生デバイスは、ローカルキュー１４１４を構築してもよ
い。ローカルキュー１４１４は、クラウドキュー１４１２内に示されているメディアアイ
テムを含むクラウドキュー１４１２のローカルインスタンスであってもよい。ある場合で
は、ローカルインスタンスは、クラウドキュー１４１２内のメディアアイテムの一部を含
んでもよい。その一部のメディアアイテムは、例えば、再生ヘッドにより、現在再生中の
メディアアイテムとして指定されているメディアアイテムを含む、一連の１つ以上のメデ
ィアアイテムを含んでもよい。
【０１９７】
ｃ．キューの第２のアクセスステータスのインジケーションの受信
　方法は、キューが第２のアクセスステータスを割り当てられたことを示すインジケーシ
ョンを受信するステップを含む（ブロック１５０６）。例えば、メディア再生システム１
４０４の再生デバイスは、クラウドキュー１４１２が第２のアクセスステータスを割り当
てられたことを示すインジケーションを受信してもよい。上述したように、第２のアクセ
スステータスは、メディア再生システム１４０４の再生デバイスが第２のオペレーション
セットの実行を認可されていることを示してもよい。第２のアクセスステータスは、キュ
ーの有効期限が切れた（すなわち、寿命の終了に達した）ことを示してもよく、これに応
じて、その有効期間中に利用できるオペレーションと比較して限られたセットのオペレー
ションのみを利用可能であることを示してもよい。
【０１９８】
ｄ．ローカルキューを第２のキューオペレーションセットに制限
　方法は、ローカルキューを第２のオペレーションセットに制限するステップを含む（ブ
ロック１５０８）。例えば、メディア再生システム１４０４の再生デバイスは、ローカル
キュー１４１４を第２のオペレーションセットに制限してもよい。動作中、再生デバイス
は、例えば、制御デバイスから、ローカルキュー及び／又はクラウドキューに関するオペ
レーションの実行の要求を受信してもよい。再生デバイスは、要求を受信したときに、要
求されたオペレーションが第２のオペレーションセットに含まれるかどうかを判断しても
よく、そのオペレーションが認可されている場合に、そのオペレーションを実行してもよ
い。
【０１９９】
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　再生デバイスは、第２のアクセスステータスのインジケーションをメディア再生システ
ム１４０４の別のデバイスに、例えば１つ又は複数のさらなる再生デバイスに又は例えば
１つ又は複数の制御デバイスに送信してもよい。これにより、メディア再生システム１４
０４の複数のデバイス間で、クラウドキューのステータスを分配してもよい。ある場合で
は、メディア再生システム１４０４は、ローカルキュー１４１４を削除してもよい。例え
ば、メディア再生システムの各デバイスは、例えば、第２のアクセスステータスのインジ
ケーションの受信に基づいて、クラウドキューに関連するデータを削除してもよい。
【０２００】
　上述したように、ローカルキューが制限された後、メディア再生システム１４０４は、
第２のオペレーションセットを実行してもよい。第２のオペレーションセットは、第１の
オペレーションセットと比較して限定されたオペレーションセットであってもよい。例え
ば、いくつかある例の中でも特に、キューの再生は一部のメディアアイテムに限定されて
もよく、又はキューの表示に限定されてもよい。
【０２０１】
ＩＶ．クラウドキューの設定を表示するための例示的な技術
　図１６は、クラウドキューのアクセス設定の表示を含む例示的な方法１６００を示して
いる。
【０２０２】
ａ．クラウドキューのインジケーションの表示
　方法１６００において、メディア再生システムの制御デバイスは、図４のコントローラ
インタフェース４００などのコントローラインタフェースを表示してもよい（ブロック１
６０２）。コントローラインタフェースは、メディア再生システムが現在アクセスしてい
る又はアクセスした１つ又は複数のクラウドキューのインジケーションを受信してもよい
。例えば、コントローラインタフェースは、メディア再生システムが現在アクセスしてい
るクラウドキュー（すなわち、「アクティブ」キュー）を、図４の再生キュー領域４４０
などの再生キュー領域に表示してもよい。ある場合では、コントローラインタフェースは
、メディア再生システムが構築した又はアクセスした別のクラウドキュー及び／又はロー
カルキューのインジケーションを含んでもよい。インタフェースは、クラウドキューの再
生及び／又は変更の制御を含んでもよい。
【０２０３】
ｂ．キューのアクセスステータスのインジケーションの受信
　方法は、キューのアクセスステータスのインジケーションを受信するステップを含む（
ブロック１６０４）。例えば、制御デバイスは、メディア再生システムの再生デバイスか
ら、又は例えば、クラウドキューへのアクセス権を保持又は所有しているリモートサーバ
から、クラウドキューのアクセスステータスのインジケーションを受信してもよい。制御
デバイスは、アクセスステータスのインジケーションを周期的に受信してもよく、又はア
クセスステータスが変更されたときにアクセスステータスのインジケーションを受信して
もよい。
【０２０４】
　ある実施形態において、アクセスステータスを受信することは、アクセスステータスを
変更するトリガーイベントが発生するまで、「寿命」の残りのインジケーションを受信す
ることを含んでもよい。上述したように、リモートサーバは、トリガーに基づいてクラウ
ドキューのアクセスステータスを変更してもよい。さらに、トリガーは、発生したキュー
アクセスの程度に関連するさまざまな閾値に関連していてもよい。キューの存続期間中、
制御デバイスは、トリガーの閾値に達するまで、寿命の残りの量を示す１つ又は複数のイ
ンジケーションを受信してもよい。例えば、制御デバイスは、継続時間の閾値が経過する
まで、残りの時間を示すインジケーションを受信してもよい。別の例では、制御デバイス
は、再生回数が閾値に達するまで、残りの再生回数を示すインジケーションを受信しても
よい。別の例も可能である。
【０２０５】
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ｃ．キューのアクセスステータスのインジケーションの表示
　方法は、グラフィカルインタフェースに、クラウドキューのアクセスステータスのイン
ジケーションを表示させるステップを含む（ブロック１６０６）。いくつかの実施形態に
おいて、コントローラインタフェースは、アクセスステータスのインジケーションを含ん
でもよい（例えば、クラウドキューが第１のアクセスステータス又は第２のアクセスステ
ータスのいずれを有しているかを示すインジケーションを含んでもよい）。例えば、コン
トローラインタフェースは、クラウドキューが寿命によって制限されていることを示して
もよいし、又はクラウドキューの有効期限が切れたこと（例えば、寿命の終了に達したこ
と）を示してもよい。キューが寿命の終了に達したときに、コントローラインタフェース
は、クラウドキューが特定のオペレーション（すなわち、第２のオペレーションセット）
に限定されることを示してもよい。制御デバイスは、第２のオペレーションセットの範囲
内にないオペレーションを実行することができるコントローラインタフェースの制御を表
示してもよい。コントローラインタフェースは、視覚的な変更により、例えば、利用でき
ないアイテムの色又は外観を変更することによって、特定の制御又はアイテムが利用でき
ないことを示してもよい。
【０２０６】
　上述したように、リモートサーバは、トリガーに基づいてクラウドキューのアクセスス
テータスを変更してもよい。さらにトリガーは、発生したキューアクセスの程度に関連す
るさまざまな閾値に関連してもよい。キューの存続期間中、コントローラインタフェース
は、トリガーの閾値に達する前は、寿命の残りの量を示すインジケーションを含んでもよ
い。例えば、コントローラインタフェースは、継続時間の閾値が経過するまでは、残りの
時間を示すインジケーションを含んでもよい。別の例として、コントローラインタフェー
スは、再生回数が閾値に達するまで、再生が何回分残っているかを示すプログレスバー又
は別のインジケータを表示してもよい。キューの残りの寿命を示す別の例示的なインジケ
ーションも可能である。
【０２０７】
Ｖ．結論
　本明細書は、様々な例示のシステム、方法、装置、および製品などを開示しており、そ
れらは、他のコンポーネントの中で、ハードウェア上で実行されるファームウェアおよび
／又はソフトウェアを含む。そのような例は、単なる例示であり、限定されるものとみな
すべきではないと理解される。例えば、これらのファームウェア、ハードウェア、および
／又はソフトウェアの態様又はコンポーネントのいくつか又はすべてが、専らハードウェ
アに、専らソフトウェアに、専らファームウェアに、又はハードウェア、ソフトウェア、
および／又はファームウェアの任意の組み合わせを実施することができることが意図され
ている。したがって、提供されているそれらの例は、それらのシステム、方法、装置、お
よび／又は生産物を実施する唯一の方法ではない。
【０２０８】
　上述したように、例示的な技術は、認可トークンに基づいて、クラウドキューへのアク
セスを制御するステップを含む。一態様において、方法が提供されている。その方法は、
リモートサーバ内のメディアアイテムの特定キューに対応する認可トークンを取得するス
テップを含む。また、方法は、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）特定キューの１
つ又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とを、送信するステップを含む。さらに
、方法は、メディア再生システムが、１つ又は複数のメディアアイテムにアクセス可能で
あることを示すインジケーションを受信するステップを含む。
【０２０９】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、リモートサーバ内のメディアアイテムの特定キューに
対応する認可トークンを取得するステップを含む。また、機能は、（ｉ）取得した認可ト
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ークンと、（ｉｉ）特定キューの１つ又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とを
、送信するステップを含む。さらに、機能は、メディア再生システムが、１つ又は複数の
メディアアイテムにアクセス可能であることを示すインジケーションを受信するステップ
を含む。
【０２１０】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、リ
モートサーバ内のメディアアイテムの特定キューに対応する認可トークンを取得するステ
ップを含む。また、機能は、（ｉ）取得した認可トークンと、（ｉｉ）特定キューの１つ
又は複数のメディアアイテムへのアクセス要求とを、送信するステップを含む。さらに、
機能は、メディア再生システムが、１つ又は複数のメディアアイテムにアクセス可能であ
ることを示すインジケーションを受信するステップを含む。
【０２１１】
　さらに別の態様では、別の方法が提供されている。方法は、（ｉ）特定のメディア再生
システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）メディア再生システムによるメ
ディアアイテムのキューへのアクセス要求とを受信するステップを含む。また、方法は、
認可トークンが、メディア再生システムに対して認証するキューへのアクセスを決定する
ステップを含む。さらに、方法は、認可トークンが、メディア再生システムに対して認証
しているメディアアイテムへのアクセスを、メディア再生システムに提供するステップを
含む。
【０２１２】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、（ｉ）特定のメディア再生システムに関連付けられて
いる認可トークンと、（ｉｉ）メディア再生システムによるメディアアイテムのキューへ
のアクセス要求とを受信するステップを含む。また、機能は、認可トークンが、メディア
再生システムに対して認証するキューへのアクセスを決定するステップを含む。さらに、
機能は、認可トークンが、メディア再生システムに対して認証しているメディアアイテム
へのアクセスを、メディア再生システムに提供するステップを含む。
【０２１３】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、（
ｉ）特定のメディア再生システムに関連付けられている認可トークンと、（ｉｉ）メディ
ア再生システムによるメディアアイテムのキューへのアクセス要求とを受信するステップ
を含む。また、機能は、認可トークンが、メディア再生システムに対して認証するキュー
へのアクセスを決定するステップを含む。さらに、機能は、認可トークンが、メディア再
生システムに対して認証しているメディアアイテムへのアクセスを、メディア再生システ
ムに提供するステップを含む。
【０２１４】
　上述したように、例示的な技術は、それぞれの種類のアクセスをエンティティに許可す
るステップを含む。一態様では、方法が提供されている。その方法は、（ｉ）第１のメデ
ィア再生システムからのメディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信し、（ｉｉ）
第２のメディア再生システムからのメディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信す
るステップを含む。また、方法は、第１の種類のアクセスを第１のメディア再生システム
に許可し、（ｉｉ）第２の種類のアクセスを第２のメディア再生システムに許可するステ
ップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディア再生システムがメディアアイテム
のキューについての第１のオペレーションセットを実行することを許可する。第２の種類
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のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第２
のオペレーションセットを実行することを許可する。第２のオペレーションセットは、第
１のオペレーションセットと異なる。さらに、方法は、（ｉ）第１のメディア再生システ
ムが第１の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス可能であること示す
インジケーションと、（ｉｉ）第２のメディア再生システムが第２の種類のアクセスによ
って認可されているキューにアクセス可能であること示すインジケーションと、を提供す
るステップを含む。
【０２１５】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、（ｉ）複数の第１のメディア再生システムからのメデ
ィアアイテムのキューへのそれぞれのアクセス要求を受信し、（ｉｉ）第２のメディア再
生システムからのメディアアイテムのキューへのアクセス要求を受信するステップを含む
。また、機能は、第１の種類のアクセスを第１のメディア再生システムに許可し、（ｉｉ
）第２の種類のアクセスを第２のメディア再生システムに許可するステップを含む。第１
の種類のアクセスは、第１のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについて
の第１のオペレーションセットを実行することを許可する。第２の種類のアクセスは、第
２のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第２のオペレーション
セットを実行することを許可する。第２のオペレーションセットは、第１のオペレーショ
ンセットと異なる。さらに、機能は、（ｉ）第１の種類のアクセス権によって認可される
キューへのアクセスを第１のメディア再生システムに提供し、（ｉｉ）第２の種類のアク
セス権によって認可されたキューへのアクセスを第２のメディア再生システムに提供する
ステップを含む。
【０２１６】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、（
ｉ）複数の第１のメディア再生システムからのメディアアイテムのキューへのそれぞれの
アクセス要求を受信し、（ｉｉ）第２のメディア再生システムからのメディアアイテムの
キューへのアクセス要求を受信するステップを含む。また、機能は、（ｉ）第１の種類の
アクセスを第１のメディア再生システムに許可し、（ｉｉ）第２の種類のアクセスを第２
のメディア再生システムに許可するステップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメ
ディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第１のオペレーションセット
を実行することを認可する。第２の種類のアクセスは、第２のメディア再生システムがメ
ディアアイテムのキューについての第２のオペレーションセットを実行することを認可す
る。第２のオペレーションセットは、第１のオペレーションセットと異なる。さらに、機
能は、（ｉ）第１の種類のアクセス権によって認可されたキューへのアクセスを第１のメ
ディア再生システムに提供し、（ｉｉ）第２の種類のアクセス権によって認可されたキュ
ーへのアクセスを第２のメディア再生システムに提供するステップを含む。
【０２１７】
　さらに別の態様では、別の方法が提供されている。その方法は、メディアアイテムのキ
ューへのアクセス要求を送信するステップを含む。また、方法は、メディア再生システム
が、第１の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス可能であることを示
すインジケーションを受信するステップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディ
ア再生システムがメディアアイテムのキューについての第１のオペレーションセットを実
行することを許可する。第２の種類のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディ
アアイテムのキューについての第２のオペレーションセットを実行することを許可する。
第２のオペレーションセットは、第１のオペレーションセットと異なる。さらに、方法は
、キューの１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを受信するステップを含
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む。
【０２１８】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、メディアアイテムのキューへのアクセス要求を送信す
るステップを含む。また、機能は、メディア再生システムが、第１の種類のアクセスによ
って認可されているキューにアクセス可能であることを示すインジケーションを受信する
ステップを含む。第１の種類のアクセスは、第１のメディア再生システムがメディアアイ
テムのキューについての第１のオペレーションセットを実行することを許可する。第２の
種類のアクセスは、第２のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての
第２のオペレーションセットを実行することを許可する。第２のオペレーションセットは
、第１のオペレーションセットと異なる。さらに、機能は、キューの１つ又は複数のメデ
ィアアイテムのインジケーションを受信するステップを含む。
【０２１９】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、メ
ディアアイテムのキューへのアクセス要求を送信するステップを含む。また、機能は、メ
ディア再生システムが、第１の種類のアクセスによって認可されているキューにアクセス
可能であることを示すインジケーションを受信するステップを含む。第１の種類のアクセ
スは、第１のメディア再生システムがメディアアイテムのキューについての第１のオペレ
ーションセットを実行することを許可する。第２の種類のアクセスは、第２のメディア再
生システムがメディアアイテムのキューについての第２のオペレーションセットを実行す
ることを許可する。第２のオペレーションセットは、第１のオペレーションセットと異な
る。さらに、機能は、キューの１つ又は複数のメディアアイテムのインジケーションを受
信するステップを含む。
【０２２０】
　さらに上述したように、例示的な技術は、クラウドキュー自身の構成又は設定に基づい
て、クラウドキューへのアクセスを制御するステップを含む。一態様では、方法が提供さ
れている。その方法は、メディアアイテムのキューの構築要求を受信するステップを含む
。また、方法は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てるステップを含む。第１
のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキューオペレ
ーションセットの実行を認可されていることを示す。方法は、第１のアクセスステータス
をキューに割り当てた後、キューのアクセスステータスの変更を示すトリガーを検出する
ステップを含む。方法は、検出されたトリガーに基づいて、第１のアクセスステータスか
ら第２のアクセスステータスへとキューのアクセスステータスを変更するステップを含む
。第２のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキュー
オペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実行を認可されてい
ることを示す。また、方法は、第２のアクセスステータスのインジケーションをメディア
再生システムに送信するステップを含む。
【０２２１】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、メディアアイテムのキューの構築要求を受信するステ
ップを含む。また、機能は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てるステップを
含む。第１のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキ
ューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。機能は、第１のアクセス
ステータスをキューに割り当てた後、キューのアクセスステータスの変更を示すトリガー
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を検出するステップを含む。機能は、検出されたトリガーに基づいて、第１のアクセスス
テータスから第２のアクセスステータスへとキューのアクセスステータスを変更するステ
ップを含む。第２のアクセスステータスは、少なくとも１つのメディア再生システムが第
１のキューオペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実行を認
可されていることを示す。また、機能は、第２のアクセスステータスのインジケーション
をメディア再生システムに送信するステップを含む。
【０２２２】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、メ
ディアアイテムのキューの構築要求を受信するステップを含む。また、機能は、第１のア
クセスステータスをキューに割り当てるステップを含む。第１のアクセスステータスは、
少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキューオペレーションセットの実行を認
可されていることを示す。機能は、第１のアクセスステータスをキューに割り当てた後、
キューのアクセスステータスの変更を示すトリガーを検出するステップを含む。機能は、
検出されたトリガーに基づいて、第１のアクセスステータスから第２のアクセスステータ
スへとキューのアクセスステータスを変更するステップを含む。第２のアクセスステータ
スは、少なくとも１つのメディア再生システムが第１のキューオペレーションセットと異
なる第２のキューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。また、機能
は、第２のアクセスステータスのインジケーションをメディア再生システムに送信するス
テップを含む。
【０２２３】
　さらに別の態様では、別の方法が提供されている。その方法は、（ｉ）メディアアイテ
ムのキューのインジケーションと、（ｉｉ）キューが第１のアクセスステータスを持つこ
とを示すインジケーションとを受信するステップを含む。第１のアクセスステータスは、
再生デバイスが第１のキューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。
また、方法は、キューのローカルインスタンスを構築するステップを含む。さらに、方法
は、第２のアクセスステータスがキューに割り当てられたことを示すインジケーションを
受信するステップを含む。第２のアクセスステータスは、再生デバイスが第１のキューオ
ペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実行を認可されている
ことを示す。方法は、キューのローカルインスタンスを第２のキューオペレーションセッ
トに制限するステップを含む。
【０２２４】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、（ｉ）メディアアイテムのキューのインジケーション
と、（ｉｉ）キューが第１のアクセスステータスを持つことを示すインジケーションとを
受信するステップを含む。第１のアクセスステータスは、再生デバイスが第１のキューオ
ペレーションセットの実行を認可されていることを示す。また、機能は、キューのローカ
ルインスタンスを構築するステップを含む。さらに、機能は、第２のアクセスステータス
がキューに割り当てられたことを示すインジケーションを受信するステップを含む。第２
のアクセスステータスは、再生デバイスが第１のキューオペレーションセットと異なる第
２のキューオペレーションセットの実行を認可されていることを示す。機能は、キューの
ローカルインスタンスを第２のキューオペレーションセットに制限するステップを含む。
【０２２５】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、（
ｉ）メディアアイテムのキューのインジケーションと、（ｉｉ）キューが第１のアクセス
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セスステータスは、再生デバイスが第１のキューオペレーションセットの実行を認可され
ていることを示す。また、機能は、キューのローカルインスタンスを構築するステップを
含む。さらに、機能は、第２のアクセスステータスがキューに割り当てられたことを示す
インジケーションを受信するステップを含む。第２のアクセスステータスは、再生デバイ
スが第１のキューオペレーションセットと異なる第２のキューオペレーションセットの実
行を認可されていることを示す。機能は、キューのローカルインスタンスを第２のキュー
オペレーションセットに制限するステップを含む。
【０２２６】
　別の態様では、方法が提供されている。その方法は、グラフィカルインタフェース上に
キューのインジケーションを表示するステップを含む。さらに、方法は、キューのアクセ
スステータスのインジケーションを受信するステップを含む。また、方法は、キューのア
クセスステータスのインジケーションを表示するステップを含む。
【０２２７】
　別の態様では、デバイスが提供されている。デバイスは、ネットワークインタフェース
、少なくとも１つのプロセッサ、データストレージ、そのデータストレージに格納され且
つ少なくとも１つのプロセッサによって実行可能であり、機能を実行させるためのプログ
ラムロジックを含む。その機能は、グラフィカルインタフェース上にキューのインジケー
ションを表示するステップを含む。さらに、機能は、キューのアクセスステータスのイン
ジケーションを受信するステップを含む。また、機能は、キューのアクセスステータスの
インジケーションを表示するステップを含む。
【０２２８】
　さらに別の態様では、非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリが提供されている
。非一時的なコンピュータ読み取り可能なメモリは、コンピュータデバイスによって実行
可能な命令を記憶しており、コンピュータデバイスに機能を実行させる。その機能は、グ
ラフィカルインタフェース上にキューのインジケーションを表示するステップを含む。さ
らに、機能は、キューのアクセスステータスのインジケーションを受信するステップを含
む。また、機能は、キューのアクセスステータスのインジケーションを表示するステップ
を含む。
【０２２９】
　本明細書は、例示的な環境、システム、手順、ステップ、論理ブロック、処理、および
他のシンボル表現に関して広く示されており、それらは直接又は間接的にネットワークに
接続されるデータ処理デバイスの動作に類似するものである。これらの処理説明および表
現は、一般的に当業者によって使用され、それらの仕事の内容を他の当業者に最も効率良
く伝えることができる。多くの具体的な内容が、本開示を理解するために提供されている
。しかしながら、当業者にとって、本開示の特定の実施形態が特定の、具体的な詳細なし
に実施され得ることは理解される。他の例では、周知の方法、手順、コンポーネント、お
よび回路が、実施形態を不必要に曖昧にすることを避けるため、詳細に説明していない。
したがって、本開示の範囲は、上記した実施形態よりむしろ添付された特許請求の範囲に
よって定義される。
【０２３０】
　添付の特許請求の範囲のいずれかが単にソフトウェアおよび／又はファームウェアへの
実装をカバーするように読み取ると、少なくとも１つの例における要素の１つ又は複数は
、本明細書では、ソフトウェアおよび／又はファームウェアを記憶する有形の非一時的な
記憶媒体、例えば、メモリ、ＤＶＤ、ＣＤ、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）等を含むことが
明確に定められている。
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